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は
じ
め
に 

  

国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
経
済
産
業
省
を
は
じ
め

と
し
た
い
く
つ
か
の
行
政
機
関
を
対
象
と
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
1

。
本
稿
は

そ
の
一
環
と
し
て
逓
信
省
・
郵
政
省
が
作
成
取
得
し
た
文
書
を
対
象
に
、
移
管
さ
れ
た

文
書
を
構
造
的
に
把
握
し
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本

稿
で
は
逓
信
省
（
明
治
一
八
年
～
昭
和
一
八
年
・
以
後
第
一
次
と
記
す
）・
厚
生
省
保
険

院
・
運
輸
通
信
省
通
信
院
・
逓
信
院
・
逓
信
省
（
昭
和
二
一
年
～
昭
和
二
四
年
・
以
後

第
二
次
と
記
す
）・
電
気
通
信
省
・
電
波
監
理
委
員
会
・
郵
政
省
が
作
成
取
得
し
、
国
立

公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
文
書
を
、
郵
政
関
係
移
管
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
2

。 

 

多
数
の
行
政
機
関
の
中
で
逓
信
省
・
郵
政
省
を
対
象
と
し
た
の
に
は
次
の
よ
う
な
理

由
が
あ
る
。
ま
ず
逓
信
省
・
郵
政
省
は
中
央
省
庁
の
改
編
に
よ
っ
て
既
に
廃
止
さ
れ
た

行
政
機
関
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
行
政
機
関
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
、
所
蔵
さ
れ
て
い

た
文
書
が
ど
の
よ
う
な
行
く
末
を
た
ど
る
の
か
検
討
す
る
一
事
例
と
な
る
。 

 

逓
信
省
は
郵
政
事
業
や
電
信
・
電
話
事
業
の
他
に
、
管
船
、
航
空
、
発
電
と
い
っ
た

運
輸
・
電
気
通
信
に
関
す
る
幅
広
い
分
野
を
所
管
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
戦
時
体
制
の

下
で
逓
信
省
か
ら
分
離
さ
れ
た
。
戦
後
に
は
電
信
電
話
事
業
も
電
気
通
信
省
に
分
離
さ

れ
た
。
逓
信
省
か
ら
郵
政
省
へ
と
い
う
流
れ
の
中
で
数
度
の
大
き
な
組
織
改
編
が
行
わ

れ
て
き
た
。
郵
政
関
係
移
管
文
書
は
、
こ
れ
ら
組
織
改
編
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け

て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
こ
の
文
書
群
を
分
析
す
る
こ
と
で
行
政
機
関
の
組
織
改
編

が
文
書
管
理
や
文
書
の
保
存
に
与
え
る
影
響
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

ま
た
逓
信
省
・
郵
政
省
は
現
業
型
の
行
政
機
関
で
あ
り
、
そ
の
管
掌
事
業
で
あ
っ
た

電
信
電
話
事
業
や
郵
政
事
業
は
現
在
民
営
化
さ
れ
て
い
る
。
所
管
事
業
が
民
営
化
さ
れ

た
場
合
、
関
係
す
る
公
文
書
が
民
営
化
さ
れ
た
企
業
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
可
能
性
も

あ
る
。
郵
政
関
係
移
管
文
書
の
検
討
を
通
じ
て
、
公
文
書
に
由
来
す
る
も
の
の
現
在
民

間
の
法
人
が
所
蔵
す
る
文
書
と
な
っ
て
い
る
資
料
群
の
在
り
様
を
知
る
手
が
か
り
を
得

る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
逓
信
省
・
郵
政
省
を
対
象
と
し
た
移
管
文
書
の
分
析
を

行
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
も
の
と
な
る
3

。
郵
政

関
係
移
管
文
書
を
構
造
的
に
把
握
し
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
本
稿
は

以
下
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。 

 

ま
ず
文
書
の
作
成
取
得
元
で
あ
る
逓
信
省
・
郵
政
省
に
つ
い
て
、
省
・
部
局
の
組
織

変
遷
を
整
理
す
る
。
ま
た
文
書
管
理
を
所
掌
す
る
部
署
と
文
書
管
理
規
則
を
概
観
す
る

こ
と
で
逓
信
省
・
郵
政
省
の
文
書
管
理
体
制
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
郵
政
関
係
移
管

文
書
の
年
度
別
移
管
実
績
、
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴
を
数
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
で

そ
の
構
造
を
示
す
。
最
後
に
郵
政
関
係
移
管
文
書
か
ら
逓
信
省
・
郵
政
省
に
お
け
る
政

策
の
検
討
過
程
、
決
定
、
実
施
、
実
績
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
ど
の
程
度
明
ら
か
と

な
る
の
か
具
体
的
な
文
書
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。 
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第
一
章 

逓
信
省
・
郵
政
省
の
組
織
変
遷
と
文
書
管
理 

 

第
一
節 
逓
信
省
・
郵
政
省
の
組
織
変
遷 

  

逓
信
省
・
郵
政
省
は
表
１
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八

八
五
）
の
内
閣
制
度
創
設
に
と
も
な
い
、
農
商
務
省
か
ら
駅
逓
局
、
管
船
局
が
、
工
部

省
か
ら
電
信
局
、
燈
台
局
が
移
管
さ
れ
、
交
通
通
信
行
政
を
主
管
す
る
省
と
し
て
逓
信

省
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
〇
年
為
替
貯
金
局
、
二
五
年
鉄
道
庁
（
翌
二
六

年
鉄
道
局
）
、
四
二
年
電
気
局
、
大
正
九
年
簡
易
保
険
局
、
一
二
年
航
空
局
が
加
わ
り
、

所
管
領
域
が
拡
大
し
た
4

。
部
局
の
大
き
な
変
化
と
し
て
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）

に
注
目
で
き
る
。
明
治
二
六
年
以
降
一
時
期
を
除
い
て
郵
便
・
電
信
を
所
管
す
る
通
信

局
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
郵
務
局
、
電
務
局
、
工
務
局
に
分
離
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
二

四
年
に
廃
止
さ
れ
た
燈
台
局
が
復
活
し
て
い
る
。 

 

昭
和
に
入
る
と
、
戦
争
体
制
の
構
築
と
と
も
に
所
管
業
務
の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
く
。

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
厚
生
省
が
設
立
さ
れ
る
と
簡
易
保
険
局
が
移
管
さ
れ
た
（
一

七
年
逓
信
省
へ
再
度
移
管
）。
昭
和
一
四
年
に
電
気
局
が
電
気
庁
に
、
一
六
年
管
船
局
が

海
務
院
と
な
っ
た
5

。 

 

昭
和
一
八
年
一
一
月
、
逓
信
省
、
農
林
省
、
商
工
省
、
鉄
道
省
を
廃
止
し
、
軍
需
省
、

農
商
省
、
運
輸
通
信
省
を
設
置
す
る
と
い
う
中
央
官
庁
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
海
務
院
、
航
空
局
は
運
輸
通
信
省
へ
、
電
気
局
は
軍
需
省
へ
移
管
さ
れ
た
。

郵
務
局
、
電
務
局
は
業
務
局
へ
、
貯
金
局
、
簡
易
保
険
局
は
貯
金
保
険
局
へ
、
そ
れ
ぞ

れ
統
合
さ
れ
、
運
輸
通
信
省
通
信
院
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
一
九
年
に
は
無

線
通
信
を
管
掌
す
る
電
波
局
が
設
置
さ
れ
た
。
戦
争
末
期
の
昭
和
二
〇
年
五
月
、
通
信

院
は
逓
信
院
と
改
称
し
内
閣
直
属
と
な
っ
た
。 

 

昭
和
二
〇
年
八
月
の
終
戦
の
後
、
平
常
へ
の
復
帰
が
図
ら
れ
、
同
年
一
〇
月
に
は
通

信
の
検
閲
や
電
波
の
監
督
を
行
っ
て
い
た
通
信
監
督
局
が
廃
止
さ
れ
、
業
務
局
が
郵
務

局
、
電
務
局
に
分
離
さ
れ
た
。
昭
和
二
一
年
七
月
、
逓
信
省
が
再
設
置
さ
れ
、
二
二
年
、

貯
金
保
険
局
が
貯
金
局
、
簡
易
保
険
局
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
八
年
の
統
廃
合
以

前
に
近
い
組
織
と
な
っ
た
が
、
電
力
、
管
船
の
所
管
が
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
6

。 

 

昭
和
二
三
年
、
連
合
軍
最
高
司
令
官
か
ら
総
理
大
臣
に
送
ら
れ
た
書
簡
で
、
郵
便
事

業
を
他
の
事
業
か
ら
切
り
は
な
し
、
逓
信
省
を
分
離
す
る
こ
と
が
勧
告
さ
れ
た
7

。
こ

の
勧
告
に
沿
う
形
で
逓
信
省
の
再
編
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
二
四
年
、
郵
便
・
貯
金
・
保

険
を
所
管
す
る
郵
政
省
と
電
信
・
電
話
事
業
を
所
管
す
る
電
気
通
信
省
が
設
置
さ
れ
た
。

電
波
局
は
電
気
通
信
省
の
外
局
と
し
て
電
波
庁
へ
と
移
管
さ
れ
、
昭
和
二
五
年
に
は
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
意
向
に
よ
っ
て
総
理
府
の
外
局
と
し
て
電
波
監
理
委
員
会
へ
と
移
行
し
て
い

る
8

。 

 

昭
和
二
七
年
、
電
気
通
信
省
が
廃
止
さ
れ
電
信
・
電
話
事
業
は
日
本
電
信
電
話
公
社

へ
と
継
承
さ
れ
、
監
督
行
政
は
郵
政
省
に
移
管
さ
れ
た
。
同
時
に
電
波
監
理
行
政
も
郵

政
省
に
移
さ
れ
、
電
波
監
理
委
員
会
を
廃
止
し
て
電
波
監
理
局
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
二

八
年
、
国
際
通
信
の
業
務
を
担
う
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
て
郵
政
省
は
、
大
臣
官
房
、
経
理
局
、
監
察
局
、
郵
務
局
、
電
波
監
理
局
、

貯
金
局
、
簡
易
保
険
局
か
ら
な
る
、
郵
政
事
業
と
電
波
監
理
行
政
を
所
管
す
る
省
と
し

て
基
本
的
な
形
を
整
え
て
き
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
七
年
に
人
事
局
、
五
五
年
に
電
気

通
信
政
策
局
を
設
置
し
て
い
る
。 

 

昭
和
五
九
年
に
は
人
事
局
、
電
波
監
理
局
、
電
気
通
信
政
策
局
を
廃
止
し
て
、
有
・

無
線
一
体
の
総
合
電
気
通
信
政
策
の
策
定
と
国
際
事
務
を
担
当
す
る
通
信
政
策
局
、
放

送
メ
デ
ィ
ア
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
発
達
・
普
及
を
担
当
す
る
放
送
行
政
局
、
放
送
関
係
を
除

く
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
許
認
可
等
を
担
当
す
る
電
気
通
信
局
の
三
局
を
設
置
す
る

再
編
成
が
行
わ
れ
た
。 
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表
１

 
逓
信

省
・
郵

政
省
組

織
変
遷

図
（
平

成
1
3
年

郵
政
省

廃
止
前

ま
で
）
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平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）、
中
央
省
庁
再
編
の
一
環
と
し
て
郵
政
省
は
廃
止
さ
れ
、

郵
政
関
係
行
政
や
電
波
監
理
行
政
は
総
務
省
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
郵
政
関
係
の
現

業
は
、
総
務
省
郵
政
事
業
庁
か
ら
日
本
郵
政
公
社
（
平
成
一
五
年
）
へ
移
行
し
、
平
成

一
九
年
か
ら
は
日
本
郵
政
株
式
会
社
、
郵
便
事
業
株
式
会
社
、
郵
便
局
株
式
会
社
、
株

式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
の
五
社
か
ら
な
る
日
本
郵
政
グ

ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

逓
信
省
か
ら
郵
政
省
へ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
郵
政
事
業
や
電
波
監
理
行
政

と
い
う
面
で
は
一
貫
し
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
と
い
え
る
が
、
第
一
次
逓
信
省
と
比
較

し
て
第
二
次
逓
信
省
の
所
管
領
域
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
大
き
な
変
更
点
と
し
て

指
摘
で
き
る
。
ま
た
昭
和
二
四
年
に
第
二
次
逓
信
省
か
ら
郵
政
省
へ
と
改
組
さ
れ
る
こ

と
で
、
電
信
・
電
話
事
業
も
分
離
さ
れ
、
郵
政
省
は
文
字
通
り
郵
政
関
係
の
現
業
に
特

化
し
た
省
と
し
て
成
立
し
た
。
こ
の
こ
と
は
昭
和
四
六
年
に
国
立
公
文
書
館
が
設
置
さ

れ
て
以
降
、
郵
政
省
か
ら
移
管
さ
れ
て
き
た
逓
信
省
・
郵
政
省
の
文
書
の
性
格
に
決
定

的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。 

 

第
二
節 

逓
信
省
・
郵
政
省
の
文
書
管
理 

  

で
は
、
逓
信
省
・
郵
政
省
に
お
け
る
文
書
管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
逓
信
省
に
関
し
て
は
中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史

料
集 

中
央
行
政
機
関
編
』
の
解
説
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
解
説
で
は
あ
ま
り
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
点
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
9

。 

 

逓
信
省
の
文
書
管
理
、
殊
に
編
纂
保
存
に
つ
い
て
は
当
初
庶
務
局
記
録
課
が
、
そ
の

後
明
治
一
九
年
二
月
に
設
置
さ
れ
た
総
務
局
が
所
掌
し
た
10

。
明
治
二
三
年
に
総
務
局

が
廃
止
さ
れ
る
と
、
同
年
七
月
に
定
め
ら
れ
た
「
逓
信
省
分
課
章
程
」
で
大
臣
官
房
に

第
一
課
か
ら
第
六
課
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
内
第
三
課
が
公
文
の
起
草
、
審
査
、
図
書
の

管
理
を
担
当
し
、
第
四
課
が
公
文
の
収
受
、
発
送
、
編
纂
保
存
を
担
当
す
る
と
さ
れ
た
11

。

同
年
一
二
月
に
は
分
課
章
程
が
改
正
さ
れ
、
大
臣
官
房
は
秘
書
課
、
文
書
課
、
記
録
課
、

財
務
課
、
調
度
課
の
五
課
へ
と
整
理
さ
れ
た
。
文
書
課
が
公
文
の
起
草
、
収
受
、
発
送

を
担
当
し
、
記
録
課
が
図
書
の
管
理
、
公
文
の
編
纂
保
存
を
担
当
す
る
も
の
と
分
掌
が

整
理
さ
れ
た
。
明
治
二
四
年
に
は
文
書
課
に
記
録
課
が
吸
収
さ
れ
、
文
書
課
に
お
い
て

公
文
の
起
草
か
ら
編
纂
保
存
ま
で
が
一
体
的
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
12

。 

 

そ
の
後
逓
信
省
で
は
大
臣
官
房
文
書
課
に
お
い
て
文
書
管
理
を
行
う
体
制
が
一
貫
し

て
続
い
て
い
き
、
通
信
院
・
逓
信
院
時
代
も
総
裁
官
房
文
書
課
に
お
い
て
、
戦
後
も
逓

信
省
・
郵
政
省
大
臣
官
房
文
書
課
に
お
い
て
文
書
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

逓
信
省
の
文
書
管
理
の
規
則
が
体
系
的
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
明
治
二
三
年
の
「
逓

信
省
処
務
規
程
」
に
お
い
て
で
あ
る
13

。「
逓
信
省
処
務
規
程
」
は
公
文
収
受
発
送
、
機

密
処
理
、
事
務
処
理
、
局
長
面
議
、
諮
問
会
議
な
ど
一
〇
章
一
二
三
条
か
ら
な
る
。
文

書
の
保
存
に
関
し
て
は
「
第
十
章 

公
文
編
纂
保
存
」
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
第
一
種

か
ら
第
四
種
ま
で
の
区
分
で
、
永
久
保
存
、
三
〇
年
間
保
存
、
五
年
間
保
存
、
廃
棄
と

さ
れ
た
。
具
体
的
な
区
分
基
準
に
つ
い
て
は
編
纂
類
別
部
門
を
別
に
定
め
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
当
時
の
編
纂
類
別
部
門
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

 

「
逓
信
省
処
務
規
程
」
は
明
治
四
三
年
に
、
公
文
収
受
発
送
、
一
般
事
務
処
理
、
機

密
事
務
処
理
、
公
文
編
纂
保
存
、
処
務
及
服
務
か
ら
成
る
五
章
五
三
条
へ
と
大
幅
に
整

理
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
三
〇
年
保
存
が
二
〇
年
保
存
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。「
逓
信
省
処

務
規
程
」
は
こ
の
他
に
も
何
回
か
の
改
正
を
経
て
い
る
が
、
基
本
的
な
枠
組
み
を
維
持

し
て
昭
和
期
ま
で
運
用
さ
れ
た
。 

 
逓
信
省
に
お
け
る
文
書
の
保
存
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
大
正
一
二
年
の
関
東

大
震
災
で
、
こ
の
時
の
火
災
に
よ
っ
て
駅
逓
局
以
来
の
三
万
冊
に
及
ぶ
記
録
が
み
な
焼

失
し
た
と
い
わ
れ
る
14

。 

 

と
こ
ろ
で
別
に
定
め
る
と
さ
れ
て
い
た
編
纂
類
別
部
門
に
つ
い
て
は
、「
逓
信
省
処
務 
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表２ 逓信省編纂部門類別と保管文書数（昭和 14 年 3 月末現在） 

編纂 部門 
第 1 類 

（永久保存）
第 2 類 

（20 年保存）
第 3 類 

（5 年保存） 
合計 

官房 

法規         

統計及報告         

服務         

共済   4,768 944  5,712 

保険衛生         

雑件 11 3   14 

郵務 

法規         

統計及報告 808 3 107  918 

局所   189 6  195 

逓送   118   118 

集配   18   18 

外国郵便         

雑件   58 130  188 

電務 

法規 12     12 

統計及報告 2 246 631  879 

局所 54 111 38  203 

電話加入         

鉱業用特設電話         

電報取扱         

電信電話回線 34 176   210 

無線従事者   181 39  220 

外国電信         

雑件 53 783 159  995 

電気 

法規         

統計及報告 22 1,460   1,482 

供給事業 5,068     5,068 

主任技術者         

雑件 209   85  294 

管船 

法規         

統計及報告 38 13   51 

船舶検査         

船舶登録   22   22 

海員   2,954   2,954 

海員審判         

海技免状   1,453   1,453 

船舶会社         

水難         

灯台         

雑件 11 530 26  567 

経理 

法規         

統計及報告 3 17   20 

土地建物船舶車馬 13 147   160 

会計検査 51 897   948 

物品   34   34 

雑件   25   25 

合計   6,389 14,206 2,165  22,760 

※『逓信事業史』第 1 巻 

「昭和十四年三月末現在在庫公文書」に基づく 
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一
〇

規
程
」
に
添
付
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、『
逓
信
事
業
史
』
第
一
巻
に

掲
げ
ら
れ
た
表
か
ら
、
は
じ
め
て
そ
の
内
容
が
判
明
し
た
15

。
そ
の
表
か
ら
昭
和
一
四

年
三
月
末
に
お
け
る
編
纂
部
門
類
別
と
保
管
文
書
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
文
書
を
ま
と
め
る
基
本
的
な
単
位
は
官
房
、
郵
務
、
電
務
な
ど
部
局
ご

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内
容
に
合
わ
せ
た
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
保
存
さ
れ
て

い
る
公
文
書
は
全
体
で
四
五
五
三
八
冊
、
そ
の
う
ち
半
数
の
二
二
七
七
八
冊
は
廃
棄
と

さ
れ
る
第
四
類
だ
が
、
重
要
な
公
文
書
と
考
え
ら
れ
る
第
一
類
（
永
久
、
一
四
％
）
、
第

二
類
（
二
〇
年
、
三
一
％
）
も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
全
て
の
部
門
で
ま

ん
べ
ん
な
く
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
特
定
の
部
門
の
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
保

存
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
、
保
存
さ
れ
る
文
書
に
は
偏
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

通
信
院
、
逓
信
院
、
第
二
次
逓
信
省
に
関
し
て
は
、
設
置
さ
れ
て
い
た
期
間
が
限
ら

れ
る
た
め
か
、「
逓
信
省
処
務
規
程
」
に
類
す
る
よ
う
な
体
系
的
な
文
書
管
理
規
則
は
確

認
で
き
な
い
。
「
逓
信
院
事
務
処
理
並
文
書
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」
（
昭
和
二
〇
年
五
月
一

九
日
）
と
題
す
る
内
閣
書
記
官
長
通
牒
で
は
、
文
書
は
内
閣
官
房
総
務
課
が
一
元
的
に

管
理
し
、
必
要
が
あ
る
も
の
を
逓
信
院
に
回
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
16

。
し
か
し
当
館

に
移
管
さ
れ
て
い
る
文
書
を
み
る
と
、
通
信
院
・
逓
信
院
の
時
期
の
文
書
も
逓
信
省
の

文
書
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
貫
し
た
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
17

。
組
織
の
枠
組
み
が
変
更
さ
れ
て
も
、
実
際
の
業
務
や
そ
れ
に
付
随
す

る
文
書
に
つ
い
て
は
逓
信
省
時
代
と
変
わ
る
こ
と
な
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

昭
和
二
四
年
六
月
郵
政
省
が
設
置
さ
れ
る
と
、
同
年
一
一
月
に
「
文
書
取
扱
規
程
」

が
定
め
ら
れ
た
18

。
こ
れ
は
文
書
の
収
受
、
立
案
、
発
送
に
関
す
る
規
則
で
、
文
書
の

保
存
に
関
し
て
は
別
に
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
具
体
的
な
条
文
は
な
い
。
ま
た

別
に
定
め
る
と
さ
れ
た
保
存
に
関
す
る
規
則
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
保
存
に
関

し
て
ど
の
よ
う
な
扱
い
と
な
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

逓
信
省
電
波
局
か
ら
電
気
通
信
省
の
外
局
へ
と
移
っ
た
電
波
庁
で
は
昭
和
二
四
年
に

「
電
波
庁
臨
時
文
書
取
扱
規
程
」
を
定
め
て
い
る
19

。「
郵
政
省
文
書
取
扱
規
程
」
よ
り

全
体
的
に
簡
素
な
内
容
だ
が
、
文
書
の
収
受
、
立
案
、
発
送
、
整
理
を
定
め
る
一
方
で
、

保
存
は
別
に
定
め
る
と
し
て
い
る
点
で
「
郵
政
省
文
書
取
扱
規
程
」
と
似
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
。 

 

逓
信
省
か
ら
電
信
・
電
話
事
業
を
引
き
継
い
で
成
立
し
た
電
気
通
信
省
は
独
自
の
文

書
管
理
規
程
を
作
成
し
た
。
昭
和
二
五
年
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
電
気
通
信
省
文
書
取

扱
規
程
案
」
で
あ
る
20

。
文
書
の
収
受
、
配
付
、
処
理
、
回
議
、
執
行
、
保
存
及
び
借

覧
を
定
め
る
体
系
的
な
規
程
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
の
は
文
書
の
保
存
に
関
す
る
条
文

で
、
各
部
局
に
文
書
を
保
存
す
る
フ
ァ
イ
ル
・
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
、
保
存
す
る

文
書
に
は
機
関
別
記
号
、
部
門
別
記
号
、
事
務
別
記
号
な
ど
か
ら
な
る
文
書
分
類
記
号

を
付
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

 

保
存
の
年
限
に
関
し
て
は
、
法
令
と
重
要
な
告
示
、
公
達
、
通
達
な
ど
を
永
久
保
存
、

永
久
保
存
以
外
の
告
示
、
公
達
、
通
達
な
ど
を
五
年
保
存
、
永
久
・
五
年
保
存
以
外
で

重
要
な
も
の
を
一
年
保
存
、
と
分
類
し
て
い
る
。
永
久
・
五
年
保
存
の
文
書
は
フ
ァ
イ

ル
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
漸
次
文
書
課
に
集
中
さ
せ
、
文
書
課
か
国
会
図
書
館
電
気
通
信
省

支
部
図
書
館
で
保
存
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
保
存
年
限
を
経
過
し
て
文
書
を
廃
棄
す
る

場
合
は
、
保
存
文
書
廃
棄
に
関
す
る
委
員
会
に
附
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
勝
手

に
廃
棄
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

 

電
気
通
信
省
は
昭
和
二
七
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
体
系
的
な
文
書

管
理
が
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
フ
ァ

イ
ル
・
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
戦
後
に
新
設
さ
れ
た
省
庁
ら
し
く
ア
メ
リ
カ
を
モ

デ
ル
に
し
た
文
書
管
理
を
取
り
入
れ
て
い
た
。 

 

郵
政
省
に
お
い
て
文
書
の
整
理
保
存
ま
で
を
含
め
た
体
系
的
な
文
書
管
理
規
程
が
制
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定
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
四
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
通
達
で
は
規
程
の
制
定
趣
旨
を
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
21

。 

 
従
来
、
郵
政
省
に
お
け
る
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
ご
と
に
個
別
に
定

め
ら
れ
、
そ
の
間
に
統
一
性
が
な
く
、
ま
た
、
規
定
上
不
備
な
点
が
見
受
け
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
郵
政
省
の
全
機
関
に
適
用
さ
れ
る
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
を
制
定

し
、
文
書
に
よ
る
事
務
を
適
正
か
つ
敏
速
に
行
な
い
、
も
つ
て
事
務
能
率
の
向
上

を
期
す
る
。 

 

昭
和
二
四
年
に
「
文
書
取
扱
規
程
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
の

高
い
事
業
を
所
管
す
る
郵
政
省
に
お
い
て
は
各
部
局
で
個
別
の
規
程
が
作
ら
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
文
書
を
統
一
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
事
務

能
率
を
上
げ
よ
う
と
い
う
の
が
制
定
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。 

 

「
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
」（
昭
和
四
〇
年
四
月
一
日
施
行
）
は
総
則
（
目
的
、
適
用

範
囲
、
用
語
の
定
義
、
事
務
処
理
の
原
則
、
文
書
管
理
責
任
者
等
）
、
文
書
の
受
付
及
び

配
付
、
文
書
の
起
案
、
文
書
の
回
議
及
び
決
裁
、
文
書
の
施
行
及
び
完
結
、
公
印
及
び

契
印
の
使
用
、
文
書
の
整
理
保
存
、
秘
密
文
書
、
雑
則
を
定
め
る
総
合
的
な
規
程
で
あ

る
22

。 

 

こ
の
規
程
で
は
文
書
の
保
存
期
間
を
、
第
一
種
（
永
久
）
、
第
二
種
（
一
〇
年
）
、
第

三
種
（
五
年
）、
第
四
種
（
三
年
）
、
第
五
種
（
一
年
）
の
五
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。

そ
の
区
分
に
つ
い
て
は
別
表
「
文
書
保
存
期
間
基
準
表
」（
表
３
）
で
定
め
て
い
る
。
表

３
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
郵
政
省
に
関
わ
る
重
要
な
文
書
は
ほ
ぼ
第
一
種
で
保
存
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
二
種
以
下
は
第
一
種
の
分
類
に
基
づ
き
な
が
ら
、
重
要
度

が
低
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
文
書
の
重
要
度
を
ど

う
判
断
す
る
の
か
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
書
作
成
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
る
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
」
は
、
文
書
作
成
の
変
化
―
た
と
え
ば
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ワ
ー

プ
ロ
な
ど
―
に
伴
い
改
正
を
加
え
ら
れ
て
き
た
が
、
文
書
の
整
理
保
存
に
つ
い
て
は
昭

和
四
四
年
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
図
ら
れ
た
以
外
は
大
き
な
変
化
な

く
運
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
平
成
一
三
年
に
郵
政
省
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
所
管
業
務

を
引
き
継
い
だ
総
務
省
に
よ
っ
て
郵
政
省
が
作
成
取
得
し
た
文
書
が
管
理
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。 

 

総
務
省
で
は
平
成
一
三
年
に
「
総
務
省
文
書
管
理
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、「
公
文
書
等

の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
以
後
公
文
書
管
理
法
と
表
記
す
る
）
が
施
行
さ
れ
た
平
成
二

三
年
に
「
総
務
省
行
政
文
書
管
理
規
則
」
を
定
め
て
い
る
。「
総
務
省
行
政
文
書
管
理
規

則
」
は
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

殊
に
文
書
の
保
存
期
間
基
準
と
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
の
設
定
基
準
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
別
表
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。
よ
っ
て
現
状
で
は
、
郵
政
省
が
作
成
取
得
し

た
文
書
は
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
き
総
務
省
で
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

  

第
二
章 

郵
政
関
係
移
管
文
書
の
移
管
実
績
と
特
徴 

 

第
一
節 

郵
政
省
時
代
の
移
管 

  

郵
政
省
に
よ
る
文
書
移
管
と
国
立
公
文
書
館
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
文
書
移
管
体
制

に
関
係
す
る
事
項
を
表
４
「
逓
信
省
・
郵
政
省
文
書
管
理
関
係
年
表
」
に
ま
と
め
た
。

郵
政
省
か
ら
国
立
公
文
書
館
に
文
書
が
移
管
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
七
年
度
、
五
〇
年
度
、

五
七
年
度
、
平
成
四
年
度
、
一
二
年
度
の
五
回
で
あ
る
。 

 

表
５
は
五
回
の
移
管
に
つ
い
て
、
縦
は
作
成
取
得
元
の
省
・
部
局
ご
と
に
、
横
の
数

字
は
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
別
表
の
第
一
類
の
二
八
の
分
類
ご
と
に
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
表
５
に
よ
り
移
管
さ
れ
て
き
た
文
書
の
特
徴
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。 
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 表３ 郵政省文書管理規程（昭和 40 年）別表 文書保存期間基準表 

種別 保存期間区別基準 

第一種 

（永久保存） 

1 法律、政令、条約、省令、公達、達等の
制定、改廃に関する文書 

2 告示の制定、改廃に関する文書 
3 法律、政令、条約、省令、公達、達等の

解釈に関する文書 
4 例規となる文書 
5 閣議請議文書 
6 国会に対する意見書、報告書、答弁書

その他国会に提出する文書（重要） 
7 他省庁等との協議、覚書に関する文書
8 協約、協定、了解事項等に関する文書 
9 許可、認可、認定、承認等に関する文

書（重要） 
10 訴訟、不服申立て、審査申立て等に関

する文書 
11 各種審議会等に関する文書 
12 国際会議、国際協力に関する文書 
13 各種会議等に関する文書（重要） 
14 重要施策に関する文書 
15 歴史上重要な文書 
16 職員の任免、分限に関する文書 
17 昇給、昇格に関する文書 
18 叙位、叙勲に関する文書 
19 表彰、懲戒等に関する文書 
20 施設、定員の異動等業務の沿革に関

する文書 
21 固定資産、物品に関する文書（重要） 
22 予算、決算その他会計に関する文書

（重要） 
23 考査、監査等に関する文書（重要） 
24 犯罪、非違に関する文書（重要） 
25 統計、調査、研究に関する文書（重要）
26 設計図 
27 原簿、台帳等基本となる帳票 
28 前各号に掲げるもののほか永久保存

を必要とする文書 

第二種 

（10 年保存） 

1 国会に対する意見書、報告書、答弁書
その他国会に提出する文書 

2 許可、認可、認定、承認等に関する文
書 

3 陳情文書 
4 服務に関する文書 
5 犯罪、非違に関する文書 
6 周知、宣伝に関する文書（重要） 
7 原簿、台帳等基本となる帳票（軽微） 
8 前各号に掲げるもののほか 10 年保存

を必要とする文書 

 

種別 保存期間区別基準 

第三種

（5 年保存）

1 告示の制定、改廃に関する文書（軽
易） 

2 各種審議会等に関する文書（軽易）
3 国際会議、国際協力に関する文書

（軽易） 
4 各種会議、行事等に関する文書 
5 通達文書 
6 考査、監査等に関する文書 
7 犯罪、非違に関する文書（軽易） 
8 固定資産、物品に関する文書 
9 予算、決算その他会計に関する文

書 
10 事務引継ぎに関する文書 
11 業務計画及び対策に関する文書 
12 帳票（重要） 
13 前各号に掲げるもののほか 5 年保

存を必要とする文書 

第四種

（3 年保存）

1 許可、認可、認定、承認等に関する
文書（軽易） 

2 固定資産、物品に関する文書（軽
易） 

3 予算、決算に関する文書（軽易） 
4 統計、調査、研究に関する文書 
5 通知、案内、依頼、報告、届出、照

会、申告、申請、上申、回答に関す
る文書（重要） 

6 服務に関する文書（軽易） 
7 試験、訓練に関する文書 
8 考査、監査等に関する文書（軽易） 
9 周知、宣伝に関する文書 
10 帳票（基本となるもの） 
11 前各号に掲げるもののほか、3 年

保存を必要とする文書 

第五種

（1 年保存）

1 通達文書（軽易） 
2 通知、案内、依頼、報告、届出、照

会、申告、上申、回答に関する文書
3 陳情文書（軽易） 
4 各種会議、行事等に関する文書（軽

易） 
5 周知、宣伝に関する文書（軽易） 
6 業務計画及び対策に関する文書

（軽易） 
7 帳票（軽易） 
8 前各号に掲げるもののほか軽易な

文書 
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表４ 逓信省・郵政省文書管理関係年表 

年代 西暦 事項 文書保存年限 移管基準 

明治 18 年 1885 逓信省設置     

明治 23 年 1890 逓信省処務規程 永久・30・5・廃棄   

明治 43 年 1910 逓信省処務規程改正（保存年限の変更） 永久・20・5・廃棄   

昭和 18 年 1943 逓信省が廃止され運輸通信省通信院設置 

この間の文書保
存年限は不明 

  

昭和 20 年 1945 逓信院設置   

昭和 21 年 1946 逓信省設置   

昭和 24 年 1949 郵政省設置、郵政省文書取扱規程 
文書の保存つい
ては条文にない

  

昭和 40 年 1965 郵政省文書管理規程 永久・10・5・3・1   

昭和 43 年 1968 国立公文書館設置についての要綱   
永久保存文書、保存期間
を経過した文書 

昭和 46 年 1971 国立公文書館設置     

昭和 47 年 1972 郵政省から逓信省文書が移管される(703 件)     

昭和 50 年 1975 郵政省共済組合の文書が移管される（298 件）     

昭和 55 年 1980 移管に関する申合せ   
永年保存文書も 30 年経過
で移管 

昭和 56 年 1981 
文書の国立公文書館への移管等について 
（郵政省通達） 

  
第一種（永久保存）も 30 年
経過で移管 

昭和 57 年 1982 逓信省・郵政省文書が移管される（701 件）     

昭和 62 年 1987 公文書館法制定     

平成 4 年 1992 電波技術審議会資料が移管される（80 件）     

平成 11 年 1999 国立公文書館法制定   

平成 12 年 2000 電波技術審議会資料が移管される（285 件）     

平成 13 年 2001 

情報公開法施行 
 保存期間が満了した行政

文書、国政上の重要事項
に係る意思決定を行うため
の決裁文書、昭和 20 年以
前に作成・取得された文書

独立行政法人国立公文書館となる 

郵政省廃止、所管業務は総務省へ引き継が
れる 

 

平成 17 年 2005 官房長等申合せ・文書課長等申合せの改正   移管基準の明確化 

平成 23 年 2011 公文書管理法施行   
文書の作成、保存、移管な
ど文書管理全般にわたる
統一的な規定 

※移管に関しては該当年度を表記した。逓信省・郵政省文書に関する事項部分に色をつけた。 

  移管基準に関する事項は斜字で表記した。 
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昭
和
四
六
年
に
国
立
公
文
書
館
が
設
立
さ
れ
た
。
設
立
に
先
立
つ
昭
和
四
三
年
、「
国

立
公
文
書
館
設
置
に
つ
い
て
の
要
綱
」
に
よ
り
、「
永
久
保
存
文
書
」、｢

一
〇
年
以
上
の

保
存
期
間
を
定
め
ら
れ
、
一
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
文
書｣

「
一
〇
年
未
満
の
保
存
期

間
を
定
め
ら
れ
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
文
書｣

と
い
う
移
管
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
23

。 

 

国
立
公
文
書
館
の
設
立
に
よ
り
、
各
行
政
機
関
が
保
管
す
る
文
書
の
移
管
方
法
が
具

体
化
さ
れ
、
昭
和
四
六
年
度
か
ら
昭
和
四
八
年
度
ま
で
の
第
一
次
計
画
と
、
昭
和
四
九

年
度
か
ら
昭
和
五
一
年
度
ま
で
の
第
二
次
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
第
一
次
計
画
で
は
終

戦
前
（
昭
和
二
〇
年
末
）
ま
で
の
公
文
書
を
受
け
入
れ
24

、
第
二
次
計
画
で
は
「
昭
和

二
一
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
永
年
保
存
、
有
期
限
保
存
の
す
べ
て
の
公
文
書
」、
「
昭
和

三
一
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
の
永
年
保
存
を
除
く
有
期
限
保
存
公
文
書
」
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
25

。 

 

第
一
次
計
画
に
基
づ
き
、
昭
和
四
七
年
度
に
、
逓
信
省
（
第
一
次
・
第
二
次
）、
通
信

院
、
逓
信
院
の
時
代
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
七
〇
三
件
が
移
管
さ
れ
て
い
る
。
第
一

次
計
画
は
終
戦
前
ま
で
の
公
文
書
受
け
入
れ
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い
た
が
、
郵
政
省

の
場
合
は
逓
信
院
と
第
二
次
逓
信
省
と
い
う
戦
後
の
組
織
を
含
ん
で
お
り
、
郵
政
省
以

前
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
が
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

昭
和
四
七
年
度
に
移
管
さ
れ
た
七
〇
三
件
を
「
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
」
別
表
の
二

八
の
分
類
に
あ
て
は
め
る
と
次
の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
法
律
な
ど
の
制
定
・

改
廃
に
関
す
る
文
書
、
例
規
と
な
る
文
書
な
ど
法
令
に
関
す
る
文
書
（
１
～
４
）
が
二

三
六
件
で
最
も
多
く
、
次
い
で
国
際
会
議
に
関
す
る
文
書
（
１
２
）
が
一
七
二
件
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
五
種
で
半
数
を
超
え
る
。
こ
の
他
に
は
、
郵
便
局
員
や
保
険
員
の
増
減

に
よ
る
定
員
に
関
す
る
文
書
（
２
０
）
、
郵
便
や
電
信
の
統
計
（
２
５
）
が
あ
る
程
度
ま

と
ま
っ
て
移
管
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
他
省
庁
と
の
協
議
（
７
）
や
許
認
可
（
９
）、

予
算
（
２
２
）
な
ど
は
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
。 

 

第
二
次
計
画
に
基
づ
き
昭
和
五
〇
年
度
に
移
管
さ
れ
た
文
書
は
、
昭
和
二
〇
年
か
ら

四
三
年
ま
で
の
共
済
組
合
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。『
郵
政
労
働
運
動

史
』（
四
三
件
）、
共
済
組
合
の
帳
簿
類
（
一
六
六
件
）、
組
合
と
人
事
部
の
交
渉
記
録
（
四

一
件
）
な
ど
か
ら
な
る
。 

 

第
二
次
計
画
が
終
了
し
た
昭
和
五
二
年
度
か
ら
は
移
管
年
次
計
画
は
作
成
さ
れ
ず
、

各
行
政
機
関
と
国
立
公
文
書
館
が
個
別
に
実
行
計
画
を
協
議
し
て
い
く
方
式
と
な
っ

た
26

。
郵
政
省
か
ら
は
特
に
移
管
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
昭
和
五

二
年
度
か
ら
五
六
年
度
の
間
は
移
管
実
績
が
な
い
。 

 

昭
和
五
五
年
、「
公
文
書
等
の
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
及
び
国
立
公
文
書
館
に
お
け

る
公
開
措
置
の
促
進
に
つ
い
て
（
連
絡
会
議
申
合
せ
）
」
、
い
わ
ゆ
る
「
移
管
に
関
す
る

申
合
せ
」
が
行
わ
れ
、「
永
年
保
存
」
と
さ
れ
る
文
書
も
作
成
後
三
〇
年
の
経
過
で
移
管

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
27

。
こ
れ
を
受
け
て
郵
政
省
で
は
、
昭
和
五
六
年
に
「
文
書

の
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達
で
、
第
一
種
（
永
久
）
の
文
書

も
三
〇
年
経
過
し
た
も
の
は
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
す
る
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い

る
28

。 

 

こ
の
通
達
を
う
け
て
、
昭
和
五
七
年
度
に
逓
信
省
・
郵
政
省
の
文
書
七
〇
一
件
が
移

管
さ
れ
て
い
る
。
移
管
文
書
の
八
割
は
共
済
組
合
の
帳
簿
類
（
五
六
八
件
）
で
、
昭
和

五
〇
年
度
の
移
管
と
似
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
他
に
、
無
線
従
事
者
へ
の
各

種
免
許
の
付
与
簿
（
六
二
件
）、
無
線
電
信
講
習
所
の
関
係
文
書
（
四
八
件
）
が
含
ま
れ

て
い
る
点
は
昭
和
五
〇
年
度
と
異
な
る
。
無
線
従
事
者
免
許
付
与
簿
は
昭
和
三
二
年
度

の
も
の
ま
で
が
移
管
さ
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和
五
七
年
度
当
時
で
二
五
年
の
経
過
と

な
っ
て
い
る
。保
存
期
間
か
ら
す
る
と
無
線
従
事
者
免
許
付
与
簿
は
第
二
種
（
一
〇
年
）

か
と
思
わ
れ
る
が
、
通
達
に
よ
り
保
存
期
間
を
超
え
て
保
持
さ
れ
て
き
た
文
書
の
国
立

公
文
書
館
へ
の
移
管
が
促
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
移
管
は
そ
れ
ま
で
の
移
管
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

平
成
四
、
一
二
年
度
の
移
管
文
書
は
い
ず
れ
も
電
波
技
術
審
議
会
の
文
書
で
あ
る
。
電
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波
技
術
審
議
会
は
電
波
や
無
線
の
技
術
基
準
な
ど
を
審
議
す
る
も
の
で
、
当
初
電
気
通

信
省
電
波
庁
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
が
、
総
理
府
電
波
監
理
委
員
会
、
郵
政
省
電
波
監

理
局
へ
と
所
管
が
移
っ
て
い
っ
た
。
平
成
四
年
度
に
は
、
昭
和
二
六
年
度
か
ら
三
七
年

度
ま
で
の
八
〇
件
が
、
平
成
一
二
年
度
に
は
、
昭
和
三
八
年
度
か
ら
五
二
年
度
ま
で
の

二
八
五
件
が
移
管
さ
れ
た
。 

 

郵
政
省
時
代
の
移
管
文
書
を
概
観
す
る
と
、
特
定
の
時
期
に
特
定
の
文
書
が
ま
と

ま
っ
て
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
郵
政
省
時
代
の
移
管
文

書
件
数
は
全
体
で
二
〇
七
〇
件
に
な
る
が
、
昭
和
五
〇
、
五
七
年
度
に
移
管
さ
れ
た
共

済
組
合
の
文
書
と
平
成
四
、
一
二
年
度
に
移
管
さ
れ
た
電
波
技
術
審
議
会
の
文
書
が
一

二
三
一
件
と
六
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。 

 

ま
た
共
済
組
合
と
電
波
技
術
審
議
会
の
一
二
三
一
件
と
電
波
監
理
局
の
二
二
件
を
除

い
た
八
一
一
件
は
逓
信
省
な
ど
郵
政
省
以
前
の
組
織
が
作
成
取
得
し
た
文
書
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
郵
政
省
時
代
に
は
郵
政
省
が
作
成
取
得
し
た
文
書
が
一
部

を
例
外
と
し
て
ほ
ぼ
移
管
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

第
二
節 

総
務
省
時
代
の
移
管 

  

平
成
一
三
年
一
月
、
中
央
省
庁
再
編
に
よ
り
郵
政
省
が
廃
止
さ
れ
、
所
管
業
務
は
総

務
省
に
引
き
継
が
れ
た
。
同
年
四
月
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る

法
律
」（
以
下
「
情
報
公
開
法
」
、
平
成
一
一
年
公
布
）
が
施
行
さ
れ
る
に
伴
い
、
公
文

書
の
移
管
に
つ
い
て
も｢

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め

に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て(

平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
閣
議
決
定)｣

、｢

歴
史
資
料
と
し

て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
（
平
成
一
三
年

三
月
三
〇
日
閣
議
決
定
）
の
実
施
に
つ
い
て
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
各
府
省
庁
官

房
長
等
申
合
せ
）｣

（
以
下
「
官
房
長
等
申
合
せ
」）
、｢

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
閣

議
決
定
）
等
の
運
用
に
つ
い
て
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
各
府
省
庁
文
書
課
長
等
申

合
せ
）｣

（
以
下
、｢

文
書
課
長
等
申
合
せ｣

）
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
移
管
体
制
へ

と
移
行
し
た
29

。 

 

こ
の
時
移
管
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
、
国
政
上
の

重
要
事
項
に
係
る
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
決
裁
文
書
と
そ
の
内
容
や
プ
ロ
セ
ス
に
関

す
る
文
書
、
昭
和
二
〇
年
以
前
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
30

。 

 

平
成
一
七
年
、
「
官
房
長
等
申
合
せ
」
、｢

文
書
課
長
等
申
合
せ｣

が
改
正
さ
れ
、
保
存

期
間
が
三
〇
年
以
上
経
過
し
た
文
書
、
閣
議
請
議
に
関
す
る
文
書
、
事
務
次
官
以
上
の

決
裁
文
書
な
ど
、
移
管
す
る
べ
き
文
書
の
具
体
例
を
例
示
し
、
基
準
を
明
確
化
し
た
。 

 

さ
ら
に
平
成
一
九
年
に
は
「
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
行
政
文
書
の
移
管
に
つ
い
て
（
平

成
一
九
年
六
月
二
七
日
内
閣
総
理
大
臣
通
知
）
」「
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
の

特
定
の
国
政
上
の
重
要
事
項
等
の
指
定
に
つ
い
て
（
平
成
一
九
年
六
月
二
七
日
内
閣
総

理
大
臣
決
定
）
」
が
出
さ
れ
、
予
算
書
や
年
次
報
告
書
な
ど
の
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
文

書
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
特
定
の
重
要
政
策
事
項
に
関
す
る
文
書
も
移
管
対
象
と

さ
れ
た
。 

 

平
成
二
一
年
、
文
書
の
作
成
、
整
理
、
保
存
、
国
立
公
文
書
館
等
へ
の
移
管
、
廃
棄
、

歴
史
公
文
書
と
し
て
の
利
用
と
い
う
文
書
管
理
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
に
つ
い
て
の

統
一
的
な
規
定
を
定
め
た
公
文
書
管
理
法
が
公
布
さ
れ
、
平
成
二
三
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
現
在
は
こ
の
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
い
た
文
書
の
管
理
が
行
わ
れ
、
保
存
期

間
が
満
了
し
た
文
書
が
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
て
く
る
と
い
う
制
度
に
な
っ
て
い

る
。
文
書
の
保
存
期
間
基
準
や
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
基
準
の
具
体
的
な
例
は
「
行

政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
別
表
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
文
書
の
移
管
に
関
す
る
制
度
的
変
遷
を
ふ
ま
え
、
公
文
書
管
理
法
施

行
を
画
期
と
し
て
、
施
行
以
前
の
移
管
（
平
成
一
三
～
二
二
年
度
保
存
期
間
満
了
分
）
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と
施
行
以
後
の
移
管
（
平
成
二
三
～
二
七
年
度
保
存
期
間
満
了
分
）
に
分
け
て
み
て
い

く
。 

 

表
６
は
施
行
以
前
の
移
管
実
績
を
ま
と
め
た
表
で
、
文
書
分
類
は
平
成
一
七
年
度
の

改
正
に
よ
り
示
さ
れ
た｢

文
書
課
長
等
申
合
せ｣

の
（
別
表
）
の
分
類
区
分
に
基
づ
い
て

い
る
。
ま
ず
平
成
一
三
～
一
八
年
度
ま
で
は
電
気
通
信
技
術
審
議
会
の
文
書
が
移
管
の

中
心
で
あ
り
、
郵
政
省
時
代
の
電
波
技
術
審
議
会
文
書
の
移
管
と
似
た
傾
向
を
示
し
て

い
る
。 

 

平
成
一
九
年
度
以
降
は
そ
れ
ま
で
の
移
管
実
績
と
異
な
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
平

成
一
九
年
度
保
存
期
間
満
了
分
に
は
、
電
気
通
信
技
術
審
議
会
文
書
の
他
に
、
逓
信
省

大
臣
官
房
が
作
成
取
得
し
た
分
課
分
掌
委
任
規
程
や
官
制
改
正
に
関
す
る
文
書
一
一
五

件
が
含
ま
れ
て
い
る
（
表
の
法
令
に
該
当
）
。
平
成
一
三
年
の
「
官
房
長
等
申
合
せ
」
に

お
い
て
昭
和
二
〇
年
以
前
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
は
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
よ
う
や
く
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

平
成
二
〇
年
度
保
存
期
間
満
了
分
は
、
郵
政
大
臣
の
諮
問
を
受
け
郵
便
や
郵
便
貯
金

に
関
す
る
審
議
を
行
う
郵
政
審
議
会
の
文
書
で
あ
る
。 

 

平
成
二
一
年
度
満
了
分
か
ら
は
電
波
監
理
局
の
組
織
改
正
要
求
（
表
の
組
織
・
定
員

関
係
に
該
当
）
や
貯
金
局
の
財
形
省
令
改
正
関
係
（
表
の
法
令
に
該
当
）
な
ど
、
審
議

会
以
外
に
分
類
さ
れ
る
文
書
が
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
平
成
二
一
年
度
保

存
期
間
満
了
分
に
は
昭
和
五
四
年
度
作
成
の
文
書
が
、
平
成
二
二
年
度
保
存
期
間
満
了

分
に
は
昭
和
五
五
年
度
作
成
の
文
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て
お
り
、
作
成
後
三
〇
年

の
経
過
で
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

次
に
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
状
況
を
表
７
で
確
認
し
た
い
。
表
７
の
文
書
分
類
は

「
総
務
省
行
政
文
書
管
理
規
則
」
の
別
表
第
２
に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
ず
平
成
二
二
年
以
前
と
比
較
し
て
移
管
件
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

平
成
一
九
年
度
の
逓
信
省
大
臣
官
房
の
文
書
一
一
五
件
を
除
い
た
平
成
一
三
～
二
二
年

度
保
存
期
間
満
了
分
は
六
五
件
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
平
成
二
三
～
二
七
年
度
保
存
期

間
満
了
分
は
一
〇
九
件
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
平
成
二
二
年
以
前
は
電
気
通
信
技
術
審
議
会
な
ど
の
審
議
会
の
文
書
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
が
、
二
三
年
以
降
は
法
律
、
条
約
、
政
令
、
省
令
な
ど
法
令
に
関
す
る
文

書
、
法
人
の
許
認
可
に
関
す
る
文
書
、
歳
出
簿
が
移
管
さ
れ
、
移
管
さ
れ
る
文
書
の
種

類
が
多
く
な
っ
た
。 

 

平
成
二
五
年
度
保
存
期
間
満
了
分
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
移
管
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
電

波
監
理
審
議
会
の
文
書
が
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
電
波
監
理
審
議
会
は
昭
和
二

七
年
に
郵
政
省
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
審
議
会
で
、
電
波
及
び
放
送
の
規
律
に
関
す
る

事
務
の
公
平
か
つ
能
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
そ
の
事
務
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審

議
し
、
郵
政
大
臣
に
必
要
な
勧
告
を
す
る
も
の
と
さ
れ
た
31

。
た
だ
移
管
さ
れ
て
い
る

審
議
会
の
文
書
は
平
成
五
年
度
以
降
の
も
の
で
あ
る
。 

 

今
後
の
移
管
の
見
通
し
を
得
る
た
め
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
で
郵
政
省
を
作

成
・
取
得
者
と
し
た
検
索
を
行
っ
た
32

。
管
理
者
を
総
務
省
と
す
る
郵
政
省
が
作
成
取

得
し
た
文
書
は
八
〇
九
五
件
で
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
で
移
管
と
さ
れ
る
も
の
八

七
件
、
廃
棄
と
さ
れ
る
も
の
四
八
八
三
件
、
そ
の
他
三
一
二
五
件
と
な
っ
て
い
る
。 

 

移
管
と
さ
れ
る
文
書
は
、
予
算
・
決
算
に
関
す
る
文
書
が
六
八
件
、
機
構
・
定
員
等

要
求
書
が
四
件
、
許
認
可
に
関
す
る
文
書
が
一
一
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

作
成
か
ら
三
〇
年
の
経
過
で
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
棄
や
そ
の
他
と
さ
れ
る
も
の
は
、
人
事
に
関
す
る
も
の
の
他
、
地
方
の
電
気
通
信
監

理
局
が
行
っ
て
い
た
有
線
放
送
な
ど
の
許
認
可
に
関
す
る
文
書
が
多
い
。 

 
郵
政
省
本
省
が
作
成
取
得
し
た
文
書
は
今
後
も
年
に
数
件
程
度
移
管
さ
れ
て
く
る
が
、

そ
れ
ら
も
公
文
書
管
理
法
施
行
以
後
の
移
管
と
基
本
的
性
格
は
同
様
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
傾
向
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
33

。 
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表６ 公文書管理法施行以前の移管実績（平成 13～22 年度保存期間満了分） 

文書分類 H13 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 

法令         115     4 

閣議等関係                 

予算・決算関係                 

政策評価関係                 

基本計画等関係             2 4 

国際条約等関係                 

組織・定員関係             4 4 

審議会等関係 8 10 5 3 2 9     

省議、局議関係                 

国会関係                 

法人関係                 

訴訟関係                 

補助金関係                 

文書管理関係                 

統計関係                 

人事関係                 

許認可、免許、承認等 1         1   1 

栄典又は表彰式                 

国家的儀礼                 

歴史的事件・事故関係                 

調査・研究関係                 

所管行政   2             

その他             1 3 

合計 9 12 5 3 117 10 7 16 

※国立公文書館デジタルアーカイブの目録情報から分類を行った。 

 

表７ 公文書管理法施行以後の移管実績（平成 23～27 年度保存期間満了分） 

文書分類 Ｈ23 H24 H25 H26 H27 

1   法律 3   4 1   

2   条約       1   

3   政令 1   2 1   

4   省令等 5 1 6 5   

5   閣議           

6   会議           

7   省議           

8   複数の行政機関による申合せ           

9   基準の設定（行政機関）           

10 基準の設定（地方公共団体）           

11 個人の権利義務の得喪           

12 法人の権利義務の得喪 3 6 2 2 6 

14 訓令及び通達           

15 予算及び決算  1 1 1 1 1 

16 機構及び定員 3         

17 独立行政法人等           

18 政策評価           

19 公共事業           

20 栄典           

21 国会及び審議会     9 17 19 

その他 2 3   1 1 

合計 18 11 24 29 27 

※国立公文書館デジタルアーカイブの目録情報から分類を行った。 
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こ
こ
ま
で
は
移
管
実
績
を
移
管
年
度
ご
と
に
文
書
分
類
別
に
確
認
し
て
き
た
が
、
移

管
さ
れ
て
き
た
文
書
の
性
格
を
よ
り
明
瞭
に
示
す
た
め
に
、
移
管
さ
れ
て
い
な
い
文
書

も
含
め
た
分
析
を
行
う
。 

 

表
８
は
逓
信
省
か
ら
郵
政
省
ま
で
の
組
織
変
遷
と
部
局
が
作
成
取
得
し
た
文
書
が
ど

の
程
度
移
管
さ
れ
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
部
局
の
変
遷
を
追
い
や
す
い

よ
う
に
、
Ａ
を
大
臣
官
房
、
Ｂ
を
総
務
局
等
、
Ｃ
を
郵
便
電
信
関
係
、
Ｄ
を
貯
金
保
険

関
係
、
Ｅ
を
管
船
局
な
ど
他
の
省
庁
へ
移
管
さ
れ
た
部
局
と
い
う
五
系
統
に
分
類
し
た
。

部
局
の
右
に
入
っ
て
い
る
年
代
は
そ
の
部
局
の
存
続
し
た
期
間
を
示
し
、
そ
の
右
に
当

該
部
局
が
作
成
取
得
し
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
文
書
の
数
量
を
示
し
た
。
他
の

省
庁
へ
移
管
さ
れ
た
部
局
は
そ
の
移
管
先
を
矢
印
で
示
し
た
。
ま
た
移
管
文
書
の
代
表

的
な
内
容
を
右
側
に
示
し
た
。 

 

表
８
に
よ
り
移
管
さ
れ
た
文
書
の
作
成
取
得
年
代
と
、
ど
の
部
局
の
も
の
が
移
管
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
移
管
さ
れ
て
い
な
い
か
が
把
握
で
き
る
。
ま
ず
年
代
の
下
限
か

ら
指
摘
す
る
と
、
移
管
さ
れ
た
文
書
は
基
本
的
に
大
正
一
三
年
以
降
に
作
成
取
得
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
保
存
し
て
い
た
文
書
の

ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
た
と
い
う
記
述
と
も
合
致
す
る
。 

 

第
一
次
逓
信
省
が
作
成
取
得
し
た
文
書
で
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
文
書
の
総

数
は
七
八
一
件
だ
が
、
こ
れ
は
昭
和
一
四
年
当
時
の
永
久
保
存
文
書
六
三
八
九
件
と
比

較
す
る
と
か
な
り
少
な
い
数
に
な
っ
て
い
る
。
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
木
挽
町
の
庁
舎

が
焼
失
し
た
後
、
大
手
町
の
仮
庁
舎
、
麻
布
飯
倉
の
東
京
地
方
貯
金
局
庁
舎
へ
と
移
転

を
繰
り
返
し
、
戦
争
の
混
乱
も
あ
っ
て
失
わ
れ
た
文
書
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

郵
政
関
係
移
管
文
書
で
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
逓
信
省
か
ら
郵
政
省
に
引
き
継
が

れ
た
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
系
統
の
文
書
は
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、
他
省
庁
へ
移
管
さ
れ

た
Ｅ
の
系
統
は
全
く
移
管
実
績
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

Ｅ
の
中
で
鉄
道
局
の
文
書
は
、
国
立
公
文
書
館
の
運
輸
省
・
陸
運
関
係
・
鉄
道
関
係

の
中
に
一
八
四
件
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
鉄
道
局
を
引
き
継
い
だ
鉄
道
省
が
保
管

し
て
い
た
も
の
で
、
鉄
道
省
を
引
き
継
い
だ
運
輸
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
鉄
道
局
以
外
の
管
船
局
、
電
気
局
、
航
空
局
の
文
書
は
、
現
在
国
立
公
文
書
館

に
移
管
さ
れ
て
い
る
文
書
の
中
に
は
見
い
だ
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
ど
こ
か
に
保
管

さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
34

。 

 

通
信
院
、
逓
信
院
、
第
二
次
逓
信
省
の
時
代
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
、

三
五
件
、
九
件
、
一
一
二
件
と
な
っ
て
お
り
、
組
織
の
存
続
期
間
が
短
い
た
め
関
連
す

る
文
書
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
文
書
の
作
成
取
得
元
も
官
房
や
電
波
局
な
ど
一

部
の
部
局
、
内
容
も
共
済
組
合
と
無
線
従
事
者
関
係
の
文
書
に
限
ら
れ
て
い
る
。 

 

郵
政
省
の
時
代
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
は
一
四
二
一
件
が
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
共
済
組
合
の
文
書
や
『
郵
政
労
働
運
動
史
』
が
八
三
五
件
、
電
波
技
術
審
議
会

の
文
書
が
三
六
五
件
で
合
計
一
二
〇
〇
件
と
多
く
を
占
め
て
い
る
。 

 

残
り
の
二
二
一
件
の
中
で
無
線
従
事
者
関
係
文
書
を
除
く
と
、
昭
和
四
六
年
度
以
降

に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
が
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
平
成
一
三

年
度
以
降
総
務
省
か
ら
移
管
さ
れ
て
き
た
文
書
で
あ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
平

成
二
一
年
度
以
降
に
移
管
さ
れ
る
文
書
の
分
類
が
増
し
た
こ
と
で
、
大
臣
官
房
、
電
波

監
理
局
、
電
気
通
信
政
策
局
、
電
気
通
信
局
、
貯
金
局
の
文
書
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
方
で
郵
務
局
、
放
送
行
政
局
、
簡
易
保
険
局
の
文
書
は
全
く
移
管
さ
れ
て

い
な
い
。 

 

つ
ま
り
郵
政
省
で
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
の
移
管
状
況
は
、
時
期
と
部
局
の
両
方
で

限
定
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
共
済
組
合
、
電
波
技
術
審
議
会
、
無
線
従
事
者

関
係
文
書
を
除
く
と
昭
和
四
五
年
度
以
前
の
文
書
は
移
管
さ
れ
て
お
ら
ず
、
郵
政
省
が 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

郵
政
関
係
移
管
文
書
の
特
徴 

二
一

 
 

表８ 省・部局別移管実績 

逓信省 

A 大臣官房 1886～1943 119                 逓信省年報、官制改正、分課委任規程 

B 

総務局 1900～1903 0   総務局 1942～1943 0       

      経理局 1919～1942 0          

      管理局 1938～1942 20        定員異動 

C 

通信局 1893～1925 0               

  郵務局 1925～1943 41        通信統計、郵便局配置、条約 

  電務局 1925～1943 104        国際会議、無線通信士試験関係 

  工務局 1925～1943 0          

D 

郵便貯

金局・為

替貯金

局 

1909～1920 1             例規 

  貯金局 1920～1943 323        条約、国際会議、貯金・証券などの例規 

  簡易保険局 1920～1938 55   簡易保険局 1942～1943 45 分課分掌規程、業務規則、地方局、議会資料

  

厚生

省保

険院

簡易

保険

局 

1938～1942 73   分課分掌規程、定員令、法令、議会資料 

E 

管船局 1885～1941 0 海務院 1941～1943 0 →運輸通信省へ 
運輸省・海事関係・港湾関係・海上保安関係

文書には管船局の文書はない 

鉄道局 1893～1908 0 →鉄道省へ 
運輸省・陸運関係・鉄道関係文書には鉄道局

の文書 184 件が含まれている 

電気局 1909～1943 0 →軍需省へ 通商産業省文書には電気局の文書はない 

航空局 1924～1938 0 →運輸通信省へ 運輸省文書には航空局の文書はない 

 

運輸通信省通信院 逓信院 逓信省 

A 総裁官房 1943～1945 3 共済組合関係 A 総裁官房 1945～1946 0   A 大臣官房 1946～1949 28 逓信共済組合関係

B 

総務局 1943～1945 0   

B 

総務局 1945～1946 2 無線従事者関係

B

総務局 1946～1949 0    

         資材局 1946 0   資材局 1946～1949 0   

                 労務局 1947～1949 0    

C 

業務局 1943～1945 3 郵便局増置 

C 

業務局 1945 0   

C

         

         郵務局 1945～1946 3 給与、分課伺 郵務局 1946～1949 0    

         電務局 1945～1946 0   電務局 1946～1949 3 無線従事者関係 

電波局 1944～1945 1 無線従事者関係 電波局 1945～1946 4 無線従事者関係 電波局 1946～1949 81 
無線従事者関係、無

線電信講習所関係

通信監督局 1943～1945 0   通信監督局 1945 0            

工務局 1943～1945 0   工務局 1945～1946 0   工務局 1946～1949 0    

D 

貯金保険局 1943～1945 28 分課分掌規程、定員令 

D 

貯金保険局 1945～1946 0   

D

貯金保険局 1946～1947 0    

                 貯金局 1947～1949 0    

                 簡易保険局 1947～1949 0    

 

郵政省 

A 大臣官房 1949～2001 750 共済組合関係：440 件（1949～72）、法人認可：5 件（1971～85）、郵政審議会：13 件（1996～2000）→総務省大臣官房へ 

B 

監察局 1949～1968 0   

経理局 1949～1980 0   

人事局 1962～1984 395 共済組合関係、郵政労働運動史 

C 

郵務局 1949～2001 0 →郵政事業庁、日本郵政株式会社、総務省情報流通政策局へ 

電気通信省

電波庁 
1949～1950 10 電波監理委員会 1950～1952 20 無線従事者関係：26 件、電波技術審議会：4 件 

  電波監理局 1952～1984 131 電波技術審議会：76 件、電波法改正・組織要求：33 件（1971～84） 

  電気通信政策局 1980～1984 10 KDD 契約約款の認可書類 

  通信政策局 1984～2001 62 電気通信技術審議会

  電気通信局 1984～2001 21 NTT 関係 

  放送行政局 1984～2001 0   

D 
貯金局 1949～2001 18 郵便為替規則改正、金利改定、財形省令改正：18 件（1980～1985）→（株）ゆうちょ銀行、（独）郵便貯金・簡易生命保険管理機構へ 

簡易保険局 1949～2001 0 →（株）かんぽ生命、（独）郵便貯金・簡易生命保険管理機構へ 

※この他に北海道地方電波監理局の文書 4 件がある 

※電信電話事業は日本電信電話公社（1952～1985）から日本電信電話株式会社（NTT、1985～）へ 

※国際通信事業は国際電信電話株式会社（KDD、1953～2000）へ、KDD は 2000 年 KDDI に合併 
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設
置
さ
れ
た
二
四
年
か
ら
四
五
年
の
二
〇
年
あ
ま
り
が
空
白
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
郵
政
省
の
中
心
的
な
部
局
で
あ
る
郵
務
局
と
簡
易
保
険
局
の
文
書
が
全
く
移
管
さ
れ

て
い
な
い
点
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
郵
政
省
が
ど
の
よ
う
な
政
策
決

定
を
行
っ
て
き
た
の
か
検
証
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
35

。 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
か
ん
が
み
る
と
、
移
管
さ
れ
て
い
な
い
部
局
の
文
書
が
ど
こ
に

移
動
し
、
ど
こ
に
保
管
さ
れ
、
あ
る
い
は
廃
棄
さ
れ
た
の
か
を
調
査
し
、
文
書
の
現
状

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
課

題
を
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
文
書
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
状
況
を
い
く
つ

か
例
示
し
た
い
。 

 

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
逓
信
省
・
郵
政
省
と
関
係
の
深
い
資
料
館
や
博
物
館
が
文
書

を
所
蔵
し
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
36

。
逓
信
省
は
古
く
か
ら
郵
便
用
品
の
収
集
・
保
存

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
明
治
三
五
年
に
郵
便
博
物
館
を
設
立
し
た
。
明
治
四
三
年
に
は
、

郵
便
・
電
信
に
限
ら
ず
船
舶
な
ど
逓
信
省
の
所
管
事
業
に
関
す
る
資
料
を
保
存
・
展
示

す
る
施
設
と
し
て
逓
信
博
物
館
へ
と
改
称
し
た
。
昭
和
三
九
年
、
郵
政
省
と
日
本
電
信

電
話
公
社
、
日
本
放
送
協
会
、
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
の
四
機
関
共
同
運
営
に
よ
る

逓
信
総
合
博
物
館
へ
と
改
組
し
た
37

。
平
成
二
五
年
に
逓
信
総
合
博
物
館
は
閉
館
す
る

が
、
翌
二
六
年
に
公
益
財
団
法
人
通
信
文
化
協
会
が
運
営
す
る
郵
政
博
物
館
が
開
館
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

郵
政
博
物
館
が
収
蔵
す
る
資
料
を
保
存
、
管
理
、
調
査
・
研
究
を
行
う
施
設
と
し
て

郵
政
博
物
館
資
料
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
収
蔵
資
料
の
閲
覧
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
郵
政
博
物
館
が
収
蔵
す
る
資
料
の
中
に
は
逓
信
省
通
信
局
・
電
務
局
が
作
成

取
得
し
た
文
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
38

。 

 

た
だ
し
郵
政
博
物
館
の
主
要
な
収
蔵
品
は
郵
便
ポ
ス
ト
、
制
服
、
切
手
、
電
信
機
、

電
話
機
な
ど
物
品
資
料
と
近
代
以
前
の
駅
逓
資
料
が
中
心
で
、
逓
信
省
・
郵
政
省
が
作

成
取
得
し
た
文
書
を
保
管
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
郵
政
省
の
時
代
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る

と
い
う
状
況
に
は
な
い
。 

 

次
に
、
か
つ
て
国
営
だ
っ
た
事
業
が
民
営
化
さ
れ
民
間
の
企
業
と
な
り
、
そ
の
企
業

が
関
係
す
る
文
書
を
引
き
継
い
で
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
逓
信
省
の
事
業
は
現
在
に
至

る
ま
で
二
度
の
民
営
化
を
経
て
い
る
。
一
つ
は
電
信
・
電
話
事
業
で
、
前
述
の
と
お
り

昭
和
二
四
年
逓
信
省
か
ら
電
気
通
信
省
へ
と
移
管
さ
れ
た
後
、
昭
和
二
七
年
に
日
本
電

信
電
話
公
社
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
国
際
通
信
部
門
を
担
当
す
る
国
際
電
信
電
話
株
式

会
社
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
）
が
二
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
日
本
電
信
電
話
公
社
は
昭
和
六
〇
年
に

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
と
な
り
、
公
社
か
ら
民
間
企
業
へ
と
移
行
し
た
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
は
平
成
一
二
年
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
Ｉ
Ｄ
Ｏ
と
合
併
し
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
と
な
っ
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

二
つ
め
は
平
成
一
三
年
の
郵
政
省
廃
止
か
ら
一
九
年
の
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
発
足
に

至
る
郵
政
民
営
化
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
郵
政
株
式
会
社
、

日
本
郵
便
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
の
四

社
か
ら
な
る
。 

 

こ
れ
ら
民
間
の
企
業
が
逓
信
省
・
郵
政
省
に
由
来
す
る
公
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
平
成
二
六
年
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
か
ら

国
立
公
文
書
館
に
寄
贈
を
受
け
た
逓
信
省
電
務
局
の
文
書
群
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
旧
蔵
文
書
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に

な
っ
て
い
る
が
、
元
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
が
所
蔵
し
て
い
た
文
書
群
で
、
逓
信
省
か
ら
電
気
通
信

省
に
か
け
て
の
国
際
電
気
通
信
に
関
す
る
公
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
公
文
書
は
逓
信

省
か
ら
電
気
通
信
省
に
引
き
継
が
れ
た
後
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
に
移
管
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

事
業
に
関
係
す
る
文
書
が
そ
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
企
業
に
移
管
さ
れ
る
の
だ
と
す
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れ
ば
、
電
信
・
電
話
関
係
の
公
文
書
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
郵
政
省
郵
務
局
・
簡
易
保
険
局
の
文
書
が
全
く
移
管
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
考
え

る
と
、
日
本
郵
政
株
式
会
社
や
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
に
文
書
が
引
き
継
が
れ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
39

。 

 

こ
の
よ
う
な
可
能
性
に
留
意
し
て
、
逓
信
省
・
郵
政
省
の
文
書
が
、
ど
こ
に
、
ど
の

よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
の
か
全
体
的
な
見
取
り
図
を
描
く
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

  

第
三
章 

郵
政
関
係
移
管
文
書
か
ら
み
え
る
こ
と 

 

第
一
節 

国
際
会
議
に
関
す
る
文
書
の
現
状 

  

こ
こ
ま
で
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
文
書
の
構
造
を
分
析
し
て
き
た
が
、
関
東

大
震
災
に
よ
る
焼
失
、
組
織
の
改
編
、
民
営
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
移
管

文
書
の
性
格
が
と
も
す
れ
ば
限
定
的
・
断
片
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
逓
信
省
・
郵
政
省
に
お
け
る
政
策
の
検
討
過
程
、
決
定
、
実
施
、

実
績
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
十
分
に
残
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
中
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
お
り
、
当
局
が
何
を
重
視
し
何
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
検
討
で
き
る
資
料
と
し
て
国
際
会
議
に
関
す
る
文
書
を
取

り
上
げ
、
郵
政
関
係
移
管
文
書
か
ら
何
が
み
え
て
く
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

表
９
は
万
国
郵
便
連
合
大
会
議
及
び
国
際
無
線
電
信
会
議
に
関
す
る
文
書
が
ど
の
程

度
移
管
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
万
国
郵
便
連
合
大
会
議
は
万
国
郵
便
条
約
を

改
正
す
る
た
め
の
国
際
会
議
で
あ
る
が
、
こ
の
会
議
に
関
す
る
郵
務
局
の
文
書
は
六
件

と
少
な
い
。
残
り
の
七
七
件
は
万
国
郵
便
大
会
議
に
お
い
て
同
時
に
改
正
さ
れ
る
郵
便

為
替
・
郵
便
振
替
に
関
す
る
約
定
に
つ
い
て
の
貯
金
局
の
文
書
で
あ
る
。 

 

国
際
無
線
電
信
会
議
は
文
字
通
り
国
際
的
な
無
線
通
信
に
つ
い
て
、
通
信
の
交
換
方

法
、
使
用
す
る
電
波
長
、
料
金
な
ど
各
国
が
守
る
べ
き
規
則
を
定
め
る
た
め
に
開
催
さ

れ
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
国
際
無
線
電
信
条
約
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
国
際
無
線
電
信
会
議
に
関
す
る
文
書
は
、
国
際
無
線
通
信
を
所
管
す
る

電
務
局
外
信
課
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
国
際
無
線
電
信
会
議
の
う
ち
最
も
文
書
が
残
っ
て
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

か
れ
た
第
三
回
会
議
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。 

 

第
二
節 

第
三
回
国
際
無
線
電
信
会
議
に
お
け
る
日
本
政
府
の
要
求 

  

国
際
無
線
電
信
会
議
は
、
明
治
四
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
第
二
回
会
議
が
開
催
さ
れ
て

以
降
、
第
一
次
世
界
大
戦
な
ど
様
々
な
事
情
も
あ
り
延
期
を
重
ね
て
、
昭
和
二
年
に
漸

く
第
三
回
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
五
年
の
間
の
技
術
進
展
は
す
さ

ま
じ
く
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
す
る
重
要
な
会
議
で
あ
っ
た
。
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
で
の
国
際
無
線
電
信
条
約
の
主
要
改
正
点
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
40

。 

 

ま
ず
条
約
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
条
約
で
は
海
上
の
無
線
通
信
の

み
を
想
定
し
て
い
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
は
「
無
線
電
気
通
信
」
＝
「
一
切
の
種

類
の
文
言
、
記
号
、
信
号
、
影
像
及
音
響
の
ヘ
ル
ツ
波
に
よ
る
無
線
伝
送
」
と
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
無
線
通
信
を
想
定
し
た
条
約
と
な
っ
た
。
ま
た
ロ
ン
ド
ン
条
約
で
は
わ
ず
か

三
波
し
か
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
電
波
長
が
、
技
術
の
進
展
に
よ
り
大
幅
に
拡
大
し
た
た

め
、
電
波
を
使
用
す
る
業
務
に
対
す
る
電
波
長
の
割
当
が
決
定
さ
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
国
際
的
な
無
線
の
使
用
に
関
す
る
取
り
決
め
は
、
当
然
国
内
の
無
線
使
用

に
も
関
係
す
る
た
め
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
会
議
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
ど

の
よ
う
な
点
を
重
視
し
て
こ
の
会
議
に
臨
ん
だ
の
か
。
郵
政
関
係
移
管
文
書
の
中
に 
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  表９ 国際会議関係文書の移管実績 

 

万国郵便連合大会議 

年代 回数 開催都市 文書数 作成取得 

明治 10 年 1877 万国郵便連合に加盟     

明治 11 年 1878 第 2 回 パリ 0   

明治 18 年 1885 第 3 回 リスボン 0   

明治 24 年 1891 第 4 回 ウィーン 0   

明治 30 年 1897 第 5 回 ワシントン 0   

明治 39 年 1906 第 6 回 ローマ 0   

大正 9 年 1920 第 7 回 マドリード 0   

大正 13 年 1924 第 8 回 ストックホルム 11 貯金局 

昭和 4 年 1929 第 9 回 ロンドン 16 貯金局・郵務局 

昭和 9 年 1934 第 10 回 カイロ 26 貯金局 

昭和 14 年 1939 第 11 回 ブエノスアイレス 30 貯金局・郵務局 

 

 

国際無線電信会議 

明治 39 年 1906 第 1 回 ベルリン 0   

明治 45 年 1912 第 2 回 ロンドン 0   

昭和 2 年 1927 第 3 回 ワシントン 35 電務局外信課 

昭和 7 年 1932 第 4 回 マドリード 10 電務局外信課 

昭和 13 年 1938 第 5 回 カイロ 18 電務局外信課 
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は
表
10
の
よ
う
に
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
関
す
る
文
書
が
存
在
す
る
。
「
華
府
無
線
会
議

関
係
書
類
」
が
第
一
巻
か
ら
第
十
五
巻
ま
で
の
一
五
冊
、「
華
府
無
線
会
議
関
係
書
類
別

冊
」
が
一
か
ら
二
四
ま
で
の
二
四
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
華
府
無
線
会
議
関
係
書
類
」

と
「
華
府
無
線
会
議
関
係
書
類
別
冊
」
は
内
容
的
に
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
別
冊
の

方
に
は
他
国
の
提
案
の
訳
文
、
復
命
書
草
稿
が
含
ま
れ
る
点
が
異
な
る
。 

 

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
関
す
る
文
書
は
、
ロ
ン
ド
ン
国
際
無
線
電
信
条
約
を
改
正
す
る

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
条
文
と
業
務
規
則
の
条
文
に
つ
い
て
、
日
本
側
の
提
案
と
各
国
の

提
案
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
対
す
る
意
見
や
修
正
、
最
終
的
な
条
文
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
条
文
は
実
務
上
の
細
か
な
取
り
決
め
に
つ
い
て
定
め

る
部
分
が
多
く
、
こ
れ
を
読
む
だ
け
で
は
日
本
政
府
の
意
図
を
汲
む
こ
と
は
難
し
い
。

む
し
ろ
復
命
書
草
案
や
逓
信
大
臣
の
訓
令
に
日
本
政
府
が
重
視
し
た
点
が
表
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
二
年
八
月
六
日
に
日
本
委
員
と
し
て
会
議
に
参
加
す
る
工
務
局
長
稲
田
三
之
助

に
交
付
さ
れ
た
逓
信
大
臣
訓
令
「
華
府
無
線
電
信
会
議
に
関
す
る
訓
令
」
は
、
会
議
に

お
け
る
日
本
政
府
の
方
針
を
九
つ
に
ま
と
め
て
列
挙
し
て
い
る
41

。
そ
の
内
、
最
初
に

投
票
権
問
題
を
あ
げ
て
、
投
票
権
の
増
加
を
期
す
る
こ
と
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
示
し

た
。 

 

次
に
重
視
さ
れ
た
の
が
電
波
長
の
獲
得
で
、
特
に
長
距
離
の
固
定
地
間
の
通
信
に
有

利
な
電
波
長
の
確
保
が
目
指
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
付
随
し
て
軍
が
使
用
す
る
電
波
長

の
確
保
も
命
じ
ら
れ
た
。
電
波
長
の
確
保
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
国
に
対
し
て

割
り
当
て
る
の
で
は
な
く
使
用
す
る
業
務
に
対
す
る
割
り
当
て
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の

点
に
関
し
て
は
特
に
大
き
な
問
題
を
生
じ
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
が
提
案
し
た
経
営
規
則
の
問
題
、
電
信
条
約
と
無
線
電
信
条
約

の
併
合
問
題
、
航
空
無
線
問
題
、
海
上
人
命
安
全
協
約
問
題
な
ど
に
つ
い
て
指
示
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
日
本
独
自
の
提
案
は
な
く
、
各
国
と
協
調

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

第
三
節 

投
票
権
に
関
す
る
議
論
と
日
本
委
員
の
対
応 

  

第
三
回
会
議
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
日
本
が
最
も
重
視
し
た
投
票
権

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
国
際
無
線
電
信
会
議
は
、
第
一
回
会
議
（
ベ
ル
リ
ン
）
で
植
民

地
等
に
も
投
票
権
を
認
め
る
複
数
投
票
権
制
度
を
採
用
し
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
第
一
二
条

で
は
、
植
民
地
等
の
追
加
投
票
権
と
し
て
、
英
米
仏
独
露
が
五
票
、
伊
蘭
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
が
二
票
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本
が
一
票
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
う
け
て
日
本
政
府
は
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
い
て
英
米
仏
と
並
ぶ
植
民
地
投
票
権
五

票
の
獲
得
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
42

。 

 

訓
令
で
は
交
渉
が
不
調
に
終
わ
る
場
合
も
想
定
し
て
お
り
、
も
し
複
数
投
票
権
制
度

を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
一
国
一
投
票
権
主
義
を
取
り
、
な
る
べ
く
自
国
の

利
益
を
擁
護
す
る
保
障
を
取
り
付
け
る
こ
と
、
と
い
う
次
善
策
を
提
示
し
て
い
る
。 

 

こ
の
次
善
策
の
提
示
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
要
求
が
関
係
し
て
い
る
。
会
議
に
先
立
ち
伝

え
ら
れ
た
各
国
の
提
案
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
国
一
投
票
主
義
を
主
張
し
、
イ
ギ
リ

ス
本
国
に
追
加
さ
れ
て
い
る
投
票
権
を
放
棄
す
る
代
わ
り
に
自
治
領
等
に
も
本
国
か
ら

独
立
し
て
行
使
さ
れ
る
投
票
権
を
認
め
る
と
い
う
提
案
を
行
っ
て
い
る
。 

 

日
本
政
府
は
、
植
民
地
等
に
本
国
か
ら
独
立
し
た
投
票
権
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
、
極
力
イ
ギ
リ
ス
の
提
案
を
抑
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

会
議
に
お
け
る
投
票
権
問
題
の
議
論
と
結
末
に
つ
い
て
は
、「
華
府
無
線
会
議
関
係
書

類
別
冊
二
〇
（
復
命
書
草
案
）
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
43

。
復
命
書
草
案
で
は
、
審
議
前

の
日
本
側
の
要
求
に
対
す
る
列
強
各
国
の
反
応
、
審
議
に
お
け
る
議
論
の
応
酬
、
懇
談

会
で
の
調
整
な
ど
投
票
権
問
題
に
対
す
る
日
本
側
と
各
国
の
対
応
が
細
か
く
記
述
さ
れ
、

議
論
の
流
れ
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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  表10 ワシントン国際無線電信会議に関する文書 

昭４７郵政 00023100 華府無線会議関係書類第一巻（開催期、議題及提案ノ基礎等ニ関スル情報） 

昭４７郵政 00024100 華府無線会議関係書類第二巻（参考情報） 

昭４７郵政 00025100 華府無線会議関係書類第三巻（本邦提案（条約）及提案準備） 

昭４７郵政 00026100 華府無線会議関係書類第四巻（本邦提案（業務規則）） 

昭４７郵政 00027100 華府無線会議関係書類第五巻(提案録等送付電報) 

昭４７郵政 00028100 華府無線会議関係書類第六巻（委員関係） 

昭４７郵政 00029100 華府無線会議関係書類第七巻（訓令、逓信大臣指示事項及請訓） 

昭４７郵政 00030100 華府無線会議関係書類第八巻（追加提案及之ニ対スル指示事項） 

昭４７郵政 00031100 華府無線会議関係書類第九巻（会議中ノ情報及公表事項一） 

昭４７郵政 00032100 華府無線会議関係書類第十巻（会議中ノ情報及公表事項二） 

昭４７郵政 00033100 華府無線会議関係書類第十三巻（附属規則公布） 

昭４７郵政 00034100 華府無線会議関係書類第十四巻(外国無線電報規則) 

昭４７郵政 00035100 華府無線会議関係書類第十五巻（投票権問題、条約加入、其ノ他雑件） 

昭４７郵政 00036100 華府無線会議関係書類別冊一(華府無線業務規則案) 

昭４７郵政 00037100 華府無線会議関係書類別冊二(華府無線業務規則草案附録) 

昭４７郵政 00038100 華府無線会議関係書類別冊三(華府無線業務規則草案別冊) 

昭４７郵政 00039100 華府無線会議関係書類別冊四(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00040100 華府無線会議関係書類別冊五(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00041100 華府無線会議関係書類別冊六(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00042100 華府無線会議関係書類別冊七(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00043100 華府無線会議関係書類別冊八(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00044100 華府無線会議関係書類別冊九(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00045100 華府無線会議関係書類別冊一〇(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00046100 華府無線会議関係書類別冊一一(提案録（訳文）) 

昭４７郵政 00047100 華府無線会議関係書類別冊一三(米国政府修正案原文) 

昭４７郵政 00048100 華府無線会議関係書類別冊一五(米国提案経営規則案原文) 

昭４７郵政 00049100 華府無線会議関係書類別冊一六(米国提案経営規則（訳文）) 

昭４７郵政 00050100 華府無線会議関係書類別冊一七(本邦提案条約集) 

昭４７郵政 00051100 華府無線会議関係書類別冊一八(本邦案業務規則修正案) 

昭４７郵政 00052100 華府無線会議関係書類別冊一九(隠語調査会報告書) 

昭４７郵政 00053100 華府無線会議関係書類別冊二〇(復命書草稿) 

昭４７郵政 00054100 華府無線会議関係書類別冊二一(訓令) 

昭４７郵政 00055100 華府無線会議関係書類別冊二二(逓信大臣指示事項) 

昭４７郵政 00056100 華府無線会議関係書類別冊二三(本邦意見) 

昭４７郵政 00057100 華府無線会議関係書類別冊二四(業務規則に対する工務局私案) 
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丸
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郵
政
関
係
移
管
文
書
の
特
徴 

二
七

 
復
命
書
草
案
は
日
本
委
員
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
点
を
考
慮
し
、
他
国
の
記
録
と

も
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
は
い
え
、
会
議
等
で
の
駆
け
引
き
を
明
ら
か
に
す
る

上
で
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
審
議
に
入
る
前
に
、
日
本
委
員
が
英
米
仏
伊

の
委
員
と
会
っ
て
、
日
本
の
投
票
権
増
加
要
求
を
伝
え
た
際
、
だ
い
た
い
は
好
意
的
で

あ
っ
た
が
「
具
体
的
な
コ
ミ
ッ
ト
」
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
は
、
日
本
側
と

列
強
各
国
の
思
惑
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
す
る
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。 

 

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
け
る
投
票
権
問
題
は
、
仏
日
伊
米
の
よ
う
に
複
数
の
植
民
地

を
持
つ
国
、
自
治
領
を
持
つ
英
、
植
民
地
を
持
た
な
い
独
、
中
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど

各
国
の
立
場
の
違
い
に
よ
り
主
張
が
分
か
れ
た
。
特
に
植
民
地
を
持
た
な
い
国
々
か
ら

複
数
投
票
権
制
度
に
反
対
す
る
意
見
が
強
く
出
さ
れ
、
最
終
的
な
結
論
は
将
来
に
譲
り
、

追
加
投
票
権
を
定
め
た
第
一
二
条
を
削
除
す
る
と
い
う
結
末
と
な
っ
た
。 

 

日
本
政
府
の
宿
願
で
あ
っ
た
投
票
権
の
増
加
は
叶
わ
ず
、
暫
定
的
に
現
状
維
持
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
委
員
は
こ
の
結
果
を
遺
憾
と
し
な
が
ら
も
、
英
仏
の
海
外
領

地
の
地
位
を
め
ぐ
る
問
題
、
米
国
内
の
複
数
投
票
権
反
対
意
見
と
い
っ
た
大
国
の
事
情

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
今
回
の
国
際
会
議
に

お
い
て
日
本
が
大
国
と
対
等
の
地
位
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
し
、
各
国
の
間
に
「
我

方
に
対
し
良
好
な
る
空
気
を
作
り
得
た
」
点
を
成
果
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
日
本
の
国
際
的
な
地
位
に
関
し
て
英
米
な
ど
と
対
等
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
く
こ
と
が
、
実
務
的
な
内
容
に
関
わ
る
条
約
や
業
務
規
則
の
条
文
以
上
に
重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
移
管
さ
れ
た
文
書
か
ら
み
え
て
く
る
。 

 

そ
し
て
こ
の
投
票
権
問
題
は
第
三
回
国
際
無
線
電
信
会
議
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、

第
四
回
、
第
五
回
会
議
で
も
引
き
続
き
中
心
的
な
議
題
と
な
っ
た
。
ま
た
万
国
郵
便
連

合
大
会
議
で
も
複
数
投
票
権
か
一
国
一
投
票
権
か
を
め
ぐ
る
対
立
が
み
ら
れ
た
。
各
会

議
の
復
命
書
で
は
本
論
の
冒
頭
に
投
票
権
問
題
の
項
目
が
置
か
れ
、
複
数
投
票
権
と
一

国
一
投
票
権
の
対
立
が
深
ま
る
中
で
、
日
本
の
利
益
を
如
何
に
確
保
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
か
を
報
告
し
て
い
る
。 

 

国
際
会
議
に
関
す
る
逓
信
省
の
文
書
か
ら
は
、
国
際
会
議
に
臨
ん
で
日
本
政
府
が
列

強
と
対
等
の
立
場
を
得
る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
あ
わ
よ
く
ば
列
強
と
同
等
の
権
利

を
得
よ
う
と
画
策
し
、
最
低
で
も
対
等
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

お
わ
り
に 

  

こ
れ
ま
で
逓
信
省
・
郵
政
省
の
組
織
変
遷
及
び
文
書
管
理
体
制
を
整
理
し
た
上
で
、

郵
政
関
係
移
管
文
書
の
構
造
を
分
析
し
そ
の
全
体
像
を
示
し
た
。
そ
の
検
討
を
通
じ
て

郵
政
関
係
移
管
文
書
は
関
東
大
震
災
、
組
織
変
遷
、
民
営
化
な
ど
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
、

作
成
時
期
、
作
成
部
局
、
文
書
の
分
類
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

逓
信
省
時
代
の
文
書
で
い
え
ば
、
大
臣
官
房
、
総
務
局
、
郵
便
電
信
関
係
、
貯
金
保

険
関
係
の
部
局
が
作
成
取
得
し
た
大
正
一
三
年
以
降
の
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
郵

政
省
時
代
の
文
書
は
共
済
組
合
の
文
書
や
電
波
技
術
審
議
会
の
文
書
が
全
体
の
八
割
以

上
を
占
め
て
い
る
。
情
報
公
開
法
や
公
文
書
管
理
法
な
ど
の
法
整
備
が
進
む
こ
と
で
、

よ
う
や
く
そ
れ
以
外
の
文
書
が
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 

こ
う
し
た
資
料
的
な
限
界
が
あ
る
中
で
、
逓
信
省
・
郵
政
省
に
お
け
る
政
策
の
検
討

過
程
、
決
定
、
実
施
、
実
績
に
関
す
る
重
要
な
情
報
を
ど
の
程
度
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
華
府
無
線
会
議
関
係
書
類
の
分
析
を
通
じ
て
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
の
あ
る

文
書
を
利
用
す
れ
ば
、
当
局
の
意
図
を
汲
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
例
示
し
た
。 

 

本
稿
で
は
逓
信
省
・
郵
政
省
が
作
成
取
得
し
た
文
書
の
う
ち
、
国
立
公
文
書
館
に
移

管
さ
れ
た
文
書
を
対
象
と
し
て
き
た
が
、
移
管
文
書
の
分
析
の
み
で
は
逓
信
省
・
郵
政

省
文
書
の
全
体
像
を
把
握
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
逓
信
省
の
所
管
業
務
を
引
き
継
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い
だ
行
政
機
関
、
民
営
化
さ
れ
た
企
業
、
逓
信
・
郵
便
に
関
係
す
る
博
物
館
や
資
料
館

な
ど
、
逓
信
省
・
郵
政
省
の
文
書
や
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
機
関
は
か

な
り
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
逓
信
省
・
郵
政
省
が
所
蔵
し
て

い
た
文
書
が
ど
の
よ
う
な
行
く
末
を
た
ど
っ
た
の
か
、
そ
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
は
今

後
の
課
題
と
な
る
。 

  

 

1 

栃
木
智
子
「
経
済
産
業
省
（
通
商
産
業
省
）
文
書
管
理
と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
『
北

の
丸
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
文
部
省
・
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産

省
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
内
閣
法
制
局
、
人
事
院
、
公
正
取
引
委
員
会
に
つ
い
て
、

各
機
関
の
文
書
管
理
規
程
や
文
書
管
理
体
制
の
変
遷
、
各
機
関
か
ら
の
文
書
移
管
実
績
に
つ

い
て
分
析
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。 

2 

第
一
次
逓
信
省
か
ら
郵
政
省
へ
と
変
遷
し
て
い
く
間
に
は
、
運
輸
通
信
省
通
信
院
な
ど
多
様

な
組
織
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
列
記
す
る
と
煩
雑
と
な
る
た
め
、
以
下

で
は
こ
れ
ら
の
変
遷
を
含
め
て
「
逓
信
省
・
郵
政
省
」
と
い
う
表
記
と
し
た
。 

3 

国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
逓
信
省
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
筧
雅
貴
「
国
立
公
文
書
館
に

お
け
る
寄
贈
寄
託
に
よ
る
歴
史
公
文
書
等
の
受
入
等
に
つ
い
て―

電
信
電
話
事
業
と
郵
政

事
業
を
中
心
に
」（
国
立
公
文
書
館
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
研
修
Ⅲ
修
了
研
究
論
文
集 
平
成
二
六

年
度
』
、
二
〇
一
五
年
）
が
す
で
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
本
稿
は
筧
論
文
の
分
析
も
踏
ま
え

つ
つ
、
逓
信
省
に
限
ら
ず
そ
の
後
の
組
織
も
含
め
た
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
全
体
像
を

提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

4 

明
治
四
一
年
、
鉄
道
局
は
内
閣
総
理
大
臣
直
轄
の
鉄
道
院
と
し
て
逓
信
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
。 

5 

昭
和
一
七
年
、
電
気
庁
は
再
び
電
気
局
と
な
る
。 

6 

航
空
行
政
は
や
や
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
航
空
全
面
禁
止
方
針
に
よ
り
昭

和
二
〇
年
一
二
月
、
運
輸
省
航
空
局
が
廃
止
さ
れ
、
空
港
や
航
空
保
安
施
設
の
保
守
、
管
理

を
行
う
航
空
保
安
部
が
昭
和
二
一
年
一
月
、
逓
信
院
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
航
空
保
安
部

は
電
気
通
信
省
に
移
り
、
昭
和
二
四
年
に
航
空
保
安
庁
と
な
っ
た
。
昭
和
二
五
年
一
二
月
航

空
保
安
庁
は
運
輸
省
へ
移
管
さ
れ
、
昭
和
二
七
年
航
空
局
と
な
っ
た
。 

7 

郵
政
省
編
、
『
続
逓
信
事
業
史
』
、
第
六
巻
、
前
島
会
、
一
九
六
一
年
、
一
二
～
一
三
頁
。 

8 

前
出
、
注
7
と
同
じ
、
一
四
頁
。 

9 

下
重
直
樹
、「
解
説
３ 

内
政
・
経
済
関
係
官
庁
に
お
け
る
公
文
書
管
理
」
、
『
近
代
日
本
公

文
書
管
理
制
度
史
料
集 

中
央
行
政
機
関
編
』
、
中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
、
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
九
年
。 

10 

逓
信
省
編
、『
逓
信
事
業
史
』
、
第
一
巻
、
逓
信
協
会
、
一
九
四
〇
年
、
八
四
六
～
八
四
七
頁
。 

11 

国
立
公
文
書
館
所
蔵 

逓
信
省
大
臣
官
房
秘
書
課
、「
分
課
分
掌
職
務
章
程
一 

自
明
治
一
八

年
至
明
治
四
四
年
」
、
平
一
九
総
務
〇
〇
〇
〇
一
一
〇
〇
。 

12 

明
治
二
四
年
の
「
逓
信
省
官
房
各
局
分
課
章
程
」
で
は
職
員
課
、
文
書
課
、
報
告
課
、
財
務

課
の
四
課
と
な
り
、
明
治
二
六
年
の
「
逓
信
省
分
課
章
程
」
の
改
正
で
は
、
秘
書
課
、
文
書

課
、
財
務
課
、
調
度
課
の
四
課
と
な
っ
て
い
る
。 

13 

前
出
、
注
11
と
同
じ
。 

14 

前
出
、
注
10
と
同
じ
、
八
四
九
頁
。 

15 

前
出
、
注
10
と
同
じ
、
八
四
九
～
八
五
一
頁
。 

16 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
逓
信
院
事
務
処
理
並
文
書
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」
、
類
〇
二
八
九
三
一

〇
〇
。 

17 

た
と
え
ば
昭
四
七
郵
政
〇
〇
一
〇
五
一
〇
〇
～
昭
四
七
郵
政
〇
〇
一
一
四
一
〇
〇
は
無
集

配
特
定
郵
便
局
に
関
す
る
一
連
の
書
類
で
あ
る
が
、
作
成
は
逓
信
省
郵
務
局
と
運
輸
通
信
省

通
信
院
業
務
局
郵
務
課
に
わ
か
れ
て
い
る
。 

18 

郵
政
大
臣
官
房
文
書
課
編
、
『
郵
政
法
規
類
集 

庶
務
編
』
、
一
九
四
九
年
。 

19 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
電
波
庁
臨
時
文
書
取
扱
規
程
」
、
昭
五
七
郵
政
〇
〇
六
八
四
一
〇
〇
。 

20 

電
気
通
信
大
臣
官
房
審
議
室
編
、『
電
気
通
信
法
規
集 

共
通
編
訂
正
第
一
号
』
、
一
九
五
〇

年
一
〇
月
一
〇
日
。 

21 

「
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
（
通
達
）（
昭
和
四
〇
年
一
月
二
〇
日
）」
、『
郵

政
省
文
書
管
理
規
程
集
』
、
郵
政
大
臣
官
房
文
書
課
、 

郵
研
社
、
一
九
九
二
年
。 

22 

前
出
『
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
集
』。 

23 

『
国
立
公
文
書
館
年
報
』
、
創
刊
号
、
一
九
七
一
年
。 

24 

『
国
立
公
文
書
館
年
報
』
、
創
刊
号
、
一
九
七
一
年
、
二
八
頁
。 

25 
『
国
立
公
文
書
館
年
報
』
、
第
三
号
、
一
九
七
五
年
、
二
四
頁
。 

26 
『
国
立
公
文
書
館
年
報
』
、
第
七
号
、
一
九
七
八
年
、
二
八
頁
。 

27 

内
閣
府
、
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
・
利
用
の
た
め
の
研
究
会

資
料
集
」
、http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/kenkyukai/150512/haifu/ 

haifu5-1.pdf
（
参
照
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
四
日
）。 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

郵
政
関
係
移
管
文
書
の
特
徴 

二
九

28 

「
文
書
の
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
等
に
つ
い
て
（
依
命
通
達
）（
昭
和
五
六
年
四
月
二
二

日
）」
（
前
出
『
郵
政
省
文
書
管
理
規
程
集
』
）。 

29 

閣
議
決
定
や
申
合
せ
に
つ
い
て
は
前
出
栃
木
論
文
を
参
照
し
た
。 

30 

平
成
一
三
～
一
九
年
に
か
け
て
の
移
管
基
準
の
変
遷
に
つ
い
て
は
本
村
慈
「
文
部
省
・
文
部

科
学
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
国
立
公
文
書
館
移
管
文
書
」（
『
北
の
丸
』
第
四
三
号
、
二
〇

一
一
年
）
を
参
照
し
た
。 

31 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
郵
政
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二

十
七
年
・
法
律
第
二
七
九
号
」
、
御
三
四
〇
七
四
一
〇
〇
。 

32 

「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」
、http://files.e-gov.go.jp/servlet/Fsearch

（
参
照
、

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
五
日
）。 

33 

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
で
は
、
逓
信
省
が
作
成
・
取
得
者
と
な
る
文
書
が
七
件
見
つ
か

る
。
六
件
は
総
務
省
、
一
件
は
国
土
交
通
省
が
所
蔵
し
て
い
る
。
総
務
省
が
所
蔵
す
る
文
書

の
作
成
時
期
（
昭
和
二
三
～
二
五
年
）
か
ら
す
る
と
第
二
次
逓
信
省
か
ら
郵
政
省
に
か
け
て

の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。 

34 

管
船
局
、
航
空
局
は
運
輸
通
信
省
へ
移
管
さ
れ
、
運
輸
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
と
引
き
継
が

れ
て
い
る
が
、
運
輸
省
・
国
土
交
通
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
に
は
逓
信
省
時
代
の
文
書
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
電
気
局
は
軍
需
省
、
商
工
省
、
通
商
産
業
省
、
経
済
産
業
省
へ
と
引
き

継
が
れ
て
き
た
が
、
通
商
産
業
省
・
経
済
産
業
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
中
に
は
逓
信
省

時
代
の
文
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。 

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
で
は
国
土
交
通
省
に
逓
信
省
管
船
局
の
文
書
が
一
件
だ
け
見

つ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。 

35 

逓
信
省
・
郵
政
省
は
、
逓
信
省
編
『
逓
信
事
業
史
』
全
七
巻
（
逓
信
協
会
、
一
九
四
〇
～
一

九
四
一
年
）
、
郵
政
省
編
『
続
逓
信
事
業
史
』
全
一
〇
巻
（
前
島
会
、
一
九
六
〇
～
一
九
六

三
年
）
、
郵
政
省
編
『
郵
政
百
年
史
』
（
逓
信
協
会
、
一
九
七
一
年
）
、
郵
政
省
編
『
郵
政
百

年
史
資
料
』
全
三
〇
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
～
一
九
七
一
年
）
、
郵
政
省
郵
務
局
郵

便
事
業
史
編
纂
室
編
『
郵
便
創
業
１
２
０
年
の
歴
史
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
一
年
）
な

ど
を
刊
行
し
、
積
極
的
に
歴
史
的
な
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
た
だ
現
在
の
移
管
文
書

は
こ
れ
ら
の
記
述
を
裏
付
け
る
に
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。 

36 

今
回
取
り
上
げ
た
郵
政
博
物
館
の
他
に
関
係
す
る
機
関
と
し
て
、
鉄
道
博
物
館
、
船
の
科
学

館
、
国
立
科
学
博
物
館
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鉄
道
博
物
館
に
は
逓
信
省
鉄
道
局
の
文
書
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
逓
信
博
物
館
は
昭
和
四
〇
年
に
船
舶
、
航
空
、
電
気
事
業
の
資
料
を
交
通
博

物
館
、
船
舶
振
興
会
、
国
立
科
学
博
物
館
に
移
管
し
て
い
る
。
移
管
さ
れ
た
資
料
は
模
型
な

ど
物
品
で
文
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
『
逓
信
博
物
館
七
十
五
年
史
』
二
一

二
～
二
一
六
頁
）。 

37 

逓
信
博
物
館
編
、
『
逓
信
博
物
館
七
十
五
年
史
』
、
信
友
社
、
一
九
七
七
年
。 

38 

郵
政
省
郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館
（
逓
信
総
合
博
物
館
）
『
図
書
資
料
目
録
（
下
）
』
、
平
成

四
年
、「
Ｆ
電
気
通
信 

Ｆ
Ｃ
業
務
一
般
」
に
逓
信
省
通
信
局
、
電
務
局
が
作
成
取
得
し
た
文

書
が
散
見
さ
れ
る
。 

39 

郵
政
公
社
か
ら
継
承
し
た
郵
便
貯
金
及
び
簡
易
生
命
保
険
を
管
理
す
る
独
立
行
政
法
人
郵

便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
機
構
が
保
有
す
る
文
書
は

法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
で
確
認
で
き
る
が
、
郵
政
省
時
代
に
作
成
取
得
さ
れ
た
文
書
は

地
方
貯
金
局
の
文
書
で
、
本
省
の
文
書
は
確
認
で
き
な
い
。 

40 

以
下
の
記
述
は
電
波
監
理
委
員
会
『
日
本
無
線
史
』
（
第
五
巻
・
国
際
無
線
事
業
史
昭
和
二

六
年
）
に
基
づ
く
。 

41 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
華
府
無
線
会
議
関
係
書
類
第
七
巻
（
訓
令
、
逓
信
大
臣
指
示
事
項
及

請
訓
）」
、
昭
四
七
郵
政
〇
〇
〇
二
九
一
〇
〇
。 

42 

ロ
ン
ド
ン
会
議
に
お
け
る
植
民
地
投
票
数
が
一
票
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
条
約
の
批
准

を
審
議
し
た
枢
密
院
で
は
対
応
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
、
次
期
改
正
を
期
し
て
増
加
を
目
指
す

方
針
と
な
っ
た
。
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
会
議
筆
記 

国
際
無
線
電
信
条
約
御
批

准
ノ
件
」
、
枢
Ｄ
〇
〇
三
四
七
一
〇
〇
） 

43 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
華
府
無
線
会
議
関
係
書
類
別
冊
二
〇
（
復
命
書
草
案
）」
、
昭
和
四
七

郵
政
〇
〇
〇
五
三
一
〇
〇
。 

 

（
調
査
員
） 
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